米国における海連取締制度の一斑 (二) -その本邦海事立法に及せる影響- by 高村 忠也
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"
に
就
て
｛
八
八
七
年
の
交
通
取
締
法
制
定
の
経
緯
1
九
四
〇
年
の
州
際
交
通
法
(
T
h
e
l
n
t
e
r
s
t
a
t
e
C
。
m
m
e
r
c
e
A
c
t
)
は
l
八
八
七
年
に
制
叙
さ
れ
専
ら
鉄
道
を
規
制
の
対
象
と
し
た
交
通
敢
締
法
(
T
h
e
A
c
t
t
o
R
e
g
u
l
a
t
e
C
o
m
m
e
r
c
e
)
　
に
淵
源
し
て
い
る
。
従
っ
て
順
序
と
し
て
之
に
就
て
若
干
説
明
し
て
揖
-
こ
と
が
適
当
とユ
考
え
ら
れ
る
。
此
の
法
律
は
形
式
と
し
て
は
商
業
を
取
締
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
-
し
て
主
と
し
て
鉄
道
を
規
律
す
る
法
で
あ
る
O
比
の
名
称
は
、
議
会
が
憲
法
に
伐
り
商
業
取
締
の
権
頂
を
斌
与
さ
れ
て
い
る
所
よ
そ
恐
ら
く
Ⅶ
畏
れ
た
も
の
l
と
考
え
ら
れ
、
叉
議
会
も
壁
尚
裁
判
所
も
共
に
州
際
商
巣
と
州
際
交
通
と
を
同
1
視
す
る
こ
と
に
何
ら
の
l
凝
着
も
懐
か
放
か
っ
た
の
で
あ
る
o
l
八
七
二
年
上
院
は
、
・
内
国
と
海
上
と
の
間
に
、
よ
-
廉
価
に
し
て
よ
り
確
実
な
る
運
送
を
確
保
す
る
可
能
性
に
就
て
調
蚕
す
る
こ
と
む
目
的
と
し
て
W
i
n
d
o
m
委
員
会
を
任
命
し
た
。
委
員
会
は
、
1
八
七
四
年
の
報
薯
に
於
て
'
運
賃
政
策
変
更
の
必
要
性
は
之
を
認
め
た
が
、
高
賃
率
に
対
す
る
矯
正
集
と
し
て
取
締
を
勧
告
す
る
こ
と
は
行
わ
ず
、
取
締
の
代
-
に
'
海
運
を
改
善
し
、
叉
璃
邦
政
府
が
自
己
肝
米
田
に
於
け
る
海
運
緑
締
細
掟
の
一
斑
五
一
経
営
と
経
済
主
有
の
鉄
道
を
建
設
す
べ
き
旨
を
暗
示
し
た
。
委
員
会
は
、
上
り
侭
慌
た
る
運
賃
は
公
私
両
者
間
の
競
争
に
依
っ
て
賀
さ
れ
、
私
有
線
開
の
み
の
競
争
で
は
、
殆
ん
ど
の
場
合
独
占
に
終
る
が
故
に
、
其
の
効
果
は
期
待
し
得
た
い
と
と
を
指
摘
し
た
口
ヨ
ロ
α
o
g
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
い
て
は
何
ら
の
立
法
は
行
わ
れ
な
か
ク
た
が
、
然
し
其
の
報
告
は
述
邦
統
制
へ
の
一
段
階
と
し
て
重
要
注
意
味
を
有
し
叉
競
争
に
対
す
る
一
般
社
会
人
の
考
え
を
反
映
し
た
点
に
於
て
犬
伝
る
意
義
が
有
る
0
・
g
E
O
B
委
員
会
の
報
告
書
に
引
続
い
て
鉄
道
取
締
問
題
は
絶
え
十
議
会
に
取
上
げ
ら
れ
た
1
而
し
宍
議
会
で
主
と
し
て
問
題
と
た
ク
た
の
は
高
賃
率
で
あ
る
が
、
叉
更
に
屡
え
持
出
さ
れ
た
事
項
は
貸
率
の
差
別
取
扱
で
あ
っ
た
ロ
斯
の
如
く
論
議
の
主
点
が
変
化
し
た
所
以
は
、
高
運
賃
は
す
1
ヴ
ィ
ス
の
改
普
及
び
競
争
に
依
ク
て
可
成
り
軽
減
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
差
別
取
扱
は
唯
に
除
去
さ
れ
、
泣
い
の
み
な
ら
十
、
却
て
運
賃
延
一
民
活
く
は
公
開
賃
率
か
ら
の
離
脱
等
の
方
法
に
依
っ
て
一
層
激
化
の
傾
向
が
閉
著
で
あ
っ
た
と
と
に
存
す
る
。
物
議
を
醸
し
た
も
う
一
つ
の
問
題
は
独
占
で
あ
り
、
其
の
手
段
た
る
0
ア
ー
ル
若
く
は
類
似
方
法
r対
し
て
回
出
火
容
告
が
発
せ
ら
れ
た
。
査
し
一
般
社
会
人
は
プ
1
1
y
乙
そ
競
争
を
阻
止
し
、
以
て
一
品
質
率
を
発
生
さ
せ
る
一
大
要
肉
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
。
一
八
八
七
年
の
法
律
の
直
接
的
基
礎
を
形
成
し
た
の
は
、
取
締
に
関
す
る
調
査
を
目
的
と
し
て
上
院
r依
り
任
命
さ
れ
た
-
は
岳
o
g
委
員
会
の
報
告
替
で
あ
り
、
而
し
て
委
員
会
は
公
有
は
之
を
避
け
て
取
締
に
依
る
べ
き
こ
と
を
推
奨
し
た
。
了
皮
斯
る
際
に
l
l
一
八
八
六
年
i
l、
最
高
裁
判
所
は
2
5事
件
に
判
決
を
下
し
、
鉄
道
運
送
の
中
州
際
の
部
分
を
州
政
府
が
取
締
る
と
と
を
不
可
と
断
定
し
た
。
市
し
て
斯
る
都
八
刀
が
漸
次
主
と
な
る
に
及
び
、
或
る
州
は
州
内
の
安
通
の
取
締
す
ら
し
な
く
た
っ
た
結
果
、
議
に
連
邦
立
法
は
不
可
避
の
状
態
と
左
り
、
遂
に
議
会
は
、
一
八
八
七
年
こ
ん
、
交
通
取
締
法
を
制
定
公
布
す
る
に
至
ク
た
。
斯
し
て
制
定
さ
れ
た
交
通
取
締
法
は
、
共
の
後
皮
え
改
正
、
増
補
若
く
は
削
除
さ
れ
、
而
し
て
一
九
二
O
年
以
降
州
際
突
通
法
と
称
せ
ち
れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
此
の
法
律
は
米
国
の
政
治
。
経
済
史
上
に
於
け
る
一
大
事
件
で
あ
り
、
政
府
の
鉄
道
取
締
の
最
初
の
企
画
で
あ
る
の
み
な
ら
や
J
、
亦
私
企
業
取
締
の
割
期
的
措
置
で
あ
り
、
更
に
米
国
の
同
民
生
活
に
於
け
る
析
し
い
実
験
で
も
あ
ク
た
D
迎
用
範
囲
木
法
は
主
と
し
て
鉄
道
を
規
律
の
対
集
と
し
、
海
運
|
|
内
国
水
運
、
湖
上
水
運
等
も
合
ま
れ
る
ー
ー
に
関
し
て
は
、
一
定
条
件
忙
合
致
す
る
も
の
ふ
み
が
適
用
さ
れ
る
。
即
ち
、
一
部
が
鉄
道
に
依
り
、
一
一
部
が
海
(
水
〉
路
忙
依
り
、
而
も
両
者
が
継
続
的
運
送
若
く
は
積
迭
に
関
し
て
共
通
の
支
配
、
管
理
若
く
は
調
整
の
下
に
使
用
さ
れ
る
場
合
に
於
け
る
州
際
荒
く
は
外
国
交
通
'
の
貨
客
運
送
に
従
事
す
る
一
般
巡
送
人
(
S
E
E
S
S
E
2
)
が
取
締
の
対
抗
か
と
た
る
。
而
じ
て
州
際
若
く
は
外
間
交
通
に
従
事
す
る
海
上
運
送
人
で
あ
ク
て
も
、
役
の
み
に
依
る
運
送
所
謂
港
相
互
間
運
送
業
務
の
場
合
に
は
、
之
に
対
し
て
末
法
は
適
用
さ
れ
た
い
口
従
っ
て
港
内
運
送
、
隣
接
港
湾
問
運
送
及
び
外
洋
運
送
も
亦
本
法
の
適
用
よ
り
除
外
さ
れ
る
と
と
は
明
白
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
、
海
運
は
鉄
道
と
の
通
し
運
送
に
従
事
す
る
場
合
に
の
み
本
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
内
規
定
'
、
本
法
は
、
右
に
述
べ
た
適
用
範
回
以
外
K
、
サ
1
ヴ
ィ
ス
、
E
合
理
的
た
賃
率
、
差
別
的
取
扱
、
プ
ー
ル
計
算
、
賃
率
の
公
開
、
州
際
交
通
委
員
会
(
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ロ
)
、
処
罰
等
に
就
て
規
定
し
て
い
る
が
、
既
に
触
れ
た
如
く
此
は
鉄
道
を
専
ら
取
締
対
象
と
し
、
本
論
に
於
け
る
主
題
た
る
海
運
は
副
次
的
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
や
、
更
に
共
の
規
定
の
多
く
は
一
九
四
O
年
の
州
際
交
通
法
沼
三
篇
に
於
て
窺
う
乙
と
が
出
来
る
の
で
、
此
処
で
は
各
え
の
規
定
応
関
す
る
考
察
は
取
止
め
一
、
後
論
に
譲
る
乙
と
に
す
る
。
制
定
後
の
経
過
交
通
取
締
法
は
、
一
方
に
於
て
は
、
鉄
道
が
嘗
て
犯
し
た
弊
害
を
絞
ク
た
農
民
、
製
造
業
者
及
び
其
の
他
の
生
産
者
よ
り
は
熱
狂
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
他
方
に
於
て
は
、
此
は
国
家
に
依
る
私
企
業
に
対
す
る
官
僚
的
圧
迫
の
開
始
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
激
し
く
攻
吟
さ
れ
、
支
に
辿
邦
宏
法
の
多
く
の
部
介
を
侵
犯
す
る
も
の
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
た
。
然
乍
ら
本
法
の
如
何
た
る
部
介
も
非
立
憲
的
で
あ
る
と
宜
一
一
一
一
目
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
し
、
又
如
何
な
る
時
に
も
本
法
及
び
其
の
修
正
に
於
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
取
締
の
根
本
原
則
及
び
方
法
，
が
未
だ
憲
法
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
成
功
視
に
攻
撃
さ
れ
た
乙
と
も
な
い
。
然
乍
ら
交
通
取
締
法
は
共
の
実
際
的
運
営
K
当
ク
て
幾
多
の
不
備
を
見
出
し
、
叉
幾
多
の
困
難
に
遭
遇
し
た
。
交
通
取
締
法
の
弱
点
の
一
ク
は
州
際
交
通
委
員
会
の
命
令
が
運
送
人
忙
対
し
て
強
固
な
る
拘
束
力
を
持
ク
乙
と
を
規
定
し
て
い
た
か
ク
た
点
で
あ
る
口
委
員
会
は
、
運
送
人
が
其
の
命
令
を
無
視
し
た
場
合
に
は
.
運
送
人
を
命
令
に
服
従
さ
せ
る
令
状
J
を
得
る
為
に
、
合
業
問
巡
同
裁
判
所
へ
赴
か
ね
ば
た
ら
な
か
っ
た
口
又
委
員
会
は
其
の
命
令
が
実
行
さ
れ
て
い
る
や
否
や
を
見
出
す
の
に
長
時
間
を
要
し
た
。
更
に
裁
判
所
は
委
員
会
の
決
定
在
一
川
容
す
る
権
限
を
有
し
、
之
に
・
加
え
て
、
控
訴
人
が
委
員
会
に
於
て
公
開
し
た
か
っ
た
証
拠
を
提
出
す
る
ζ
米
国
に
於
け
る
海
巡
以
前
制
度
の
一
斑
主
経
営
と
経
済
主
四
と
な
許
可
し
た
結
呆
、
運
送
人
は
委
員
会
に
は
唯
出
席
す
る
の
み
で
、
決
定
に
対
す
る
最
も
重
要
な
る
証
拠
は
之
を
保
話
す
る
傾
向
を
生
じ
た
ロ
斯
し
て
、
一
八
九
六
年
、
最
高
裁
判
所
は
)
凡
て
の
事
実
は
委
員
会
の
審
理
中
に
提
出
さ
れ
ね
ば
た
ら
た
い
旨
宣
一
一
目
し
た
が
、
関
係
裁
判
所
は
、
委
員
会
の
決
定
を
再
審
す
る
に
当
り
、
依
然
と
し
て
法
律
問
題
の
み
に
限
定
せ
宇
更
に
事
実
問
題
に
も
立
入
ク
て
い
た
。
本
法
に
基
づ
く
運
送
人
取
締
を
妨
害
す
る
も
の
は
、
単
に
手
続
上
の
困
難
と
委
員
会
の
発
す
る
命
令
が
拘
束
力
を
有
し
た
か
ク
た
乙
と
に
止
ま
ら
友
か
ク
た
J
本
法
は
賃
率
が
不
合
理
で
あ
る
と
宣
一
一
一
一
目
す
る
権
限
を
委
員
会
に
賦
与
し
て
い
る
が
、
之
上
り
委
員
会
は
不
合
理
と
さ
れ
た
賃
率
に
代
わ
る
合
理
的
な
賃
率
を
決
定
す
る
権
限
を
当
然
有
す
る
も
の
ε推
測
し
た
。
然
る
に
、
一
八
九
七
年
、
最
高
裁
判
所
は
委
員
会
に
は
斯
様
な
権
限
は
全
然
存
在
し
な
い
旨
声
明
を
発
し
た
。
斯
し
で
、
爾
後
、
委
員
会
は
唯
賃
率
が
不
合
理
で
あ
る
曹
三
些
一
一
目
す
る
に
止
り
、
其
以
上
に
出
る
乙
と
は
不
可
能
と
な
ク
た
。
更
に
差
別
取
扱
の
是
正
に
関
し
て
も
、
本
法
は
都
合
良
く
運
ば
た
か
ク
た
。
人
的
主
別
取
扱
の
証
拠
と
し
て
は
、
旦
(
ク
た
.
荷
送
人
が
、
、
同
じ
月
に
、
全
く
同
じ
サ
1
ヴ
ィ
ス
忙
対
し
て
、
具
ク
た
賃
率
を
課
せ
ら
れ
た
と
一
式
う
事
実
が
要
求
さ
れ
、
単
に
公
開
さ
れ
ら
仏
賃
率
を
離
脱
し
て
い
る
と
云
う
乙
と
は
差
別
取
扱
の
証
拠
忙
は
な
ら
な
か
ク
た
。
斯
し
て
特
恵
的
取
扱
に
就
て
の
実
際
的
一
説
明
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
委
員
会
は
凡
て
の
荷
送
人
K
対
し
て
平
等
た
る
取
扱
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
力
を
傾
注
し
た
に
も
拘
わ
ら
デ
、
貸
率
の
割
引
は
継
続
的
に
多
数
発
生
し
た
。
斯
の
如
く
一
八
八
七
年
の
交
通
取
締
法
は
、
共
に
内
在
す
る
弱
点
、
最
高
裁
判
所
の
判
決
、
交
通
事
情
の
推
移
に
閃
っ
て
活
動
力
を
奪
わ
れ
、
委
員
会
も
亦
無
力
の
状
態
に
陥
ク
た
。
委
員
会
は
唯
統
計
を
集
め
、
報
告
を
作
り
、
勧
告
を
た
ず
に
止
ま
り
、
合
理
的
た
貸
率
を
作
成
す
る
乙
と
も
出
来
宇
、
叉
不
当
な
差
別
取
扱
を
中
止
さ
せ
る
乙
と
も
不
可
能
で
あ
ク
た
。
十
以
K
於
て
此
等
の
不
備
を
柏
い
、
本
来
の
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
為
め
に
、
本
法
に
対
す
る
修
正
、
補
足
若
く
は
削
除
が
不
可
避
と
訟
ク
た
ロ
一
九
O
三
年
の
E
H
Z
E
E
S
宮
古
一
九
O
六
年
の
A
Z
問。
-vEE
〉
の
さ
・
一
九
一
O
年
の
s
z
z
gロ
己
E
ロ
凹
と
さ
・
一
九
一
二
年
の
3
J
H
H
O
】
》
S
P
E
C
S乱
〉
の
さ
・
一
九
一
三
年
の
ミ
Z
J
1
p
-
E
t
g
k
p
n
t・
-
一
九
一
四
年
の
a
A
Z
2
4
5ロ
〉
の
さ
・
一
九
一
六
年
の
z
d
H
O
F
f
-ロ
ぬ
と
1
・
一
九
二
O
年
の
E
4
Z
Z
2
0
r吉伸
E
E
5
K
2
並
K
Z
4
r
o
z
n
v
aに
E
g
g
-
E
Eさ
・
一
九
三
三
年
の
品
目
H
O
E
2
0
0志
向
日
目
∞
庄
司
1
ロ
間
宮
古
等
は
部
分
的
乍
ら
、
何
れ
も
斯
様
な
目
的
を
有
し
て
い
る
法
律
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
法
律
は
何
れ
も
交
通
取
締
法
を
修
正
し
、
補
充
じ
若
く
は
削
除
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
る
ロ
右
諸
法
の
修
正
、
締
充
若
く
は
削
除
規
定
は
重
要
性
に
於
て
決
し
て
看
過
出
来
な
い
所
で
あ
る
が
、
本
論
の
性
質
主
個
別
的
た
検
討
は
省
暮
す
る
と
と
に
す
る
ロ
一
九
四
O
年
の
州
際
交
通
法
制
定
の
経
緯
本
法
は
、
A
g
m『
m
g♀
H
h
丘
町
o
p仏
叶
H
8
4
2
a
g
〉
の
さ
と
同
様
K
、
交
通
事
業
K
於
け
る
経
営
の
不
振
を
激
烈
伝
競
争
事
態
の
結
果
で
あ
ク
た
ロ
鉄
道
事
業
の
無
駄
の
排
除
就
中
鉄
道
相
互
間
の
調
整
不
成
立
の
結
果
に
由
来
す
る
費
用
の
除
去
を
目
的
v
ど
し
た
さ
g
2
m
g
4
HS-ro色
、
円
2
5
3己
注
目
。
ロ
〉
の
ち
の
規
定
の
存
し
た
rも
拘
わ
ら
や
ノ
、
鉄
道
の
会
計
状
態
は
不
況
、
の
進
展
と
共
に
拾
え
悪
化
し
た
。
連
邦
交
通
調
整
桜
関
は
、
報
告
書
K
於
て
、
鉄
道
事
業
は
之
に
依
ク
て
相
当
の
浪
費
を
排
除
し
得
る
と
と
を
示
し
た
け
れ
ど
、
会
社
は
其
の
教
示
を
実
行
す
る
為
r殆
ん
ど
何
ら
の
方
法
も
講
じ
な
か
っ
た
口
元
も
適
当
伝
処
置
を
採
り
得
な
か
っ
た
主
た
る
理
由
は
、
4H出向
H
m
g
G
K
H
3
の
労
働
制
限
、
鉄
道
経
営
の
自
由
主
義
的
性
格
及
び
経
済
的
見
通
し
の
不
時
間
定
に
あ
っ
た
白
一
九
四
O
年
の
立
法
の
主
た
る
目
的
は
競
争
を
抑
制
す
る
と
と
及
が
特
忙
鉄
道
の
繁
栄
に
関
連
し
て
鉄
道
事
業
を
助
成
す
る
と
と
に
在
ク
た
。
期
る
立
法
に
対
し
て
、
大
迩
送
業
者
及
び
連
邦
当
局
は
賛
成
で
あ
ク
た
が
、
荷
主
、
農
業
経
営
者
及
び
小
運
送
業
者
は
、
取
締
の
拡
張
は
賃
率
を
一
段
ε引
上
げ
る
乙
と
に
な
る
と
な
し
て
、
一
般
的
に
之
に
反
対
的
意
向
を
表
明
し
た
。
本
法
は
直
接
的
に
は
こ
ク
の
報
告
書
工
わ
発
足
し
た
。
其
の
一
つ
は
、
一
九
三
八
年
三
月
二
十
四
日
、
州
際
安
通
委
員
会
の
三
委
員
に
依
っ
て
E
5
2岳
大
統
領
に
対
し
て
‘
な
さ
れ
、
同
年
四
月
十
一
日
、
大
統
領
に
依
ク
て
議
会
へ
移
さ
れ
た
報
告
書
で
あ
り
、
他
は
、
第
一
の
報
告
書
に
基
づ
く
立
法
が
失
敗
し
た
後
、
同
年
十
二
月
二
十
三
日
、
鉄
道
の
管
理
及
び
労
働
の
方
名
の
代
表
者
に
依
っ
て
犬
統
領
に
附
託
さ
れ
た
報
~
告
書
で
あ
る
口
三
人
委
員
会
の
報
告
書
は
、
鉄
道
K
対
す
る
直
接
的
救
済
の
概
m
析
を
拍
き
、
叉
交
通
一
般
に
対
す
る
長
期
計
画
を
辞
突
し
た
。
救
済
に
闘
す
る
勧
告
は
(
イ
)
、
鉄
道
に
対
す
る
公
的
信
用
の
舷
張
(
ロ
)
、
再
組
織
を
股
督
す
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
特
別
裁
到
所
の
設
置
を
米
国
に
於
け
る
海
迎
一
取
締
制
度
の
一
斑
五
五
経
告
と
経
済
五
/、
人
白
ん
で
い
た
。
長
期
計
画
は
運
送
業
者
の
内
部
的
能
率
増
進
の
必
要
を
強
調
し
、
(
イ
)
合
同
及
び
調
整
を
促
進
す
る
為
に
連
邦
交
通
E
P
E々
左
創
設
す
る
乙
と
、
・
(
ロ
)
調
整
を
要
求
す
る
格
限
を
合
む
統
一
に
対
す
る
委
員
会
の
権
限
を
拡
大
し
又
自
由
に
す
る
と
止
を
示
唆
し
穴
o
g
p
a
q
は
鉄
道
・
自
動
車
・
氷
上
交
通
経
済
の
比
較
を
調
禿
し
、
上
記
安
通
が
公
的
資
金
に
依
ク
て
支
持
さ
れ
て
い
る
程
度
を
開
め
、
又
鉄
道
の
金
融
的
弊
害
特
に
持
株
会
社
に
関
し
て
探
究
す
る
と
と
を
目
的
と
し
た
。
'
六
人
委
員
会
の
報
告
書
は
概
し
て
積
極
的
で
あ
り
、
共
の
為
に
少
か
ら
ざ
る
反
対
を
喚
起
し
た
。
共
の
主
な
る
勧
告
は
(
イ
)
、
各
子
回
有
の
長
所
を
保
持
す
る
よ
う
運
営
さ
れ
る
、
，
各
種
交
通
に
対
す
る
公
平
友
る
取
締
を
規
定
す
る
国
家
交
通
政
策
を
採
用
す
る
と
止
(
ロ
)
、
金
交
通
の
運
賃
、
サ
1
ヴ
ィ
ス
、
評
価
及
び
会
計
に
関
す
る
取
締
規
定
を
凡
て
州
際
交
通
委
員
会
に
集
中
す
る
乙
と
(
ハ
)
、
賃
ネ
附
成
法
則
の
改
訂
(
ニ
)
、
長
短
距
離
運
送
条
項
の
廃
止
(
ホ
)
、
州
際
交
通
に
対
す
る
州
の
干
渉
を
工
り
零
易
に
除
去
す
る
為
に
、
委
員
会
の
権
限
を
州
門
賃
率
に
も
拡
張
す
る
乙
と
(
へ
)
、
調
空
機
関
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
叉
公
共
の
便
宜
並
に
必
要
の
証
明
書
、
社
債
及
が
合
同
に
関
す
る
取
締
規
定
を
運
用
す
る
為
に
独
立
交
通
委
員
会
の
創
設
(
T
)
、
或
る
内
国
水
運
の
商
業
的
使
用
に
対
し
通
行
税
を
訴
す
る
乙
と
(
チ
)
、
内
国
水
運
組
合
の
廃
止
(
リ
)
、
不
公
正
な
る
租
税
負
担
か
ら
の
救
済
(
ヌ
)
、
再
編
成
の
単
一
裁
判
所
の
設
置
(
ル
)
、
鉄
道
合
同
の
一
般
計
画
の
命
令
に
州
際
交
通
委
員
会
が
責
任
を
負
う
規
定
を
廃
止
す
る
乙
と
(
ヲ
)
、
再
建
金
融
組
合
の
貸
付
限
度
の
拡
A
犬
で
あ
っ
た
。
此
告
の
ニ
ク
の
報
告
書
は
、
(
イ
)
鉄
道
K
対
す
る
公
的
信
用
の
拡
張
(
ロ
)
、
再
編
成
の
特
別
裁
判
所
の
設
置
(
ハ
)
、
鉄
道
合
同
の
一
切
の
計
画
を
準
備
す
る
乙
と
を
委
員
会
に
要
求
す
る
規
定
を
廃
止
す
る
と
と
の
諸
点
で
実
質
的
に
合
致
し
た
。
議
会
は
立
法
を
泊
九
一
れ
叉
(
ロ
)
を
除
い
て
此
等
の
提
案
に
対
す
る
反
対
は
殆
ん
ど
た
か
っ
た
の
で
、
之
以
外
の
凡
て
を
取
扱
う
規
定
が
新
法
に
加
え
ら
れ
、
而
し
て
、
一
九
三
九
年
の
初
、
下
院
及
び
上
院
に
拠
出
さ
れ
た
法
案
の
中
に
他
の
条
項
と
共
に
書
入
れ
ら
れ
た
。
蒜
及
び
夏
の
問
、
聴
取
な
行
い
、
叉
細
目
に
関
し
て
は
州
際
交
通
委
員
会
の
代
表
者
に
相
談
し
た
後
、
法
案
は
整
理
さ
れ
、
協
議
会
に
送
ら
れ
た
。
協
議
会
の
報
告
は
終
に
、
一
九
四
O
年
八
月
十
二
日
、
下
院
を
、
叉
同
年
九
月
九
日
、
上
院
を
通
過
し
、
更
に
大
統
領
が
同
月
十
八
日
同
法
に
署
名
し
、
認
に
一
九
四
O
年
の
州
際
交
通
法
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
ロ
構
成
一
九
四
O
年
の
州
際
交
通
法
は
四
篇
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
篇
(
第
一
条
乃
至
第
二
十
六
条
)
は
鉄
道
運
送
人
l
l・
-
定
の
条
件
に
合
致
し
た
海
(
水
)
上
運
送
人
も
含
ま
れ
る
ー
ー
を
、
第
二
篇
(
第
二
百
一
条
乃
至
第
二
百
二
十
八
条
)
は
自
動
車
運
送
人
を
、
第
三
篇
〈
第
三
百
一
条
乃
至
第
三
百
二
十
三
条
)
は
海
(
水
)
上
運
送
人
を
、
第
四
篇
(
第
四
百
一
条
乃
至
第
四
百
二
十
二
条
)
は
貨
物
運
送
取
扱
人
を
夫
え
規
律
し
て
い
る
。
(
I
)
第
一
篇
第
一
篇
の
規
定
は
其
の
淵
源
を
一
八
八
七
年
の
交
通
取
締
法
に
求
め
る
乙
止
が
出
来
、
爾
来
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
修
正
、
増
補
若
く
は
削
除
さ
れ
て
現
在
に
到
ク
た
も
の
で
あ
る
口
交
通
取
締
法
に
就
て
は
既
に
若
干
考
察
し
、
叉
其
の
規
定
が
主
と
し
て
鉄
道
関
係
を
取
扱
う
も
の
で
あ
り
、
従
ク
て
本
論
の
主
題
と
す
る
一
般
的
海
上
運
送
と
の
関
係
も
比
較
的
お
く
、
旦
亦
其
の
規
定
に
は
第
三
篇
の
そ
れ
と
豆
複
す
る
点
が
多
い
の
で
、
訟
に
改
め
て
第
三
篇
を
説
明
す
る
と
と
は
之
を
省
昇
す
る
。
(
E
)
第
二
篇
連
邦
政
府
に
依
る
道
路
運
送
取
締
は
、
鉄
道
の
場
合
に
於
け
る
と
同
様
に
、
最
高
裁
判
所
に
依
ク
て
促
進
さ
れ
た
口
E
O
E
m
g
公
共
企
業
委
員
会
と
ピ
ロ
Z
K
於
け
る
一
九
二
五
年
の
判
決
は
現
存
せ
る
取
締
を
凡
ん
ど
無
効
た
ら
し
め
た
。
な
ん
正
怠
れ
ば
、
州
は
州
際
問
勤
‘
平
サ
1
ヴ
ィ
ス
の
統
制
を
禁
止
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
共
に
も
拘
わ
ら
十
、
議
会
は
立
法
を
跨
賭
し
た
口
鉄
道
及
び
企
業
委
員
会
国
家
協
会
は
、
州
際
営
業
の
統
制
を
強
化
す
る
為
に
、
連
邦
活
動
を
要
望
し
、
組
織
的
運
送
業
者
も
亦
一
段
の
競
争
制
限
を
希
望
し
、
叉
州
際
交
.
通
委
員
会
は
取
締
を
勧
奨
し
た
口
然
乍
ら
一
一
般
公
裁
は
冷
淡
で
あ
り
、
自
動
車
製
造
業
者
、
荷
主
及
び
小
自
動
車
運
送
業
者
は
、
自
動
車
交
通
が
鉄
道
に
対
し
て
有
利
に
制
限
さ
れ
は
し
な
い
か
と
危
恨
し
て
、
取
締
に
反
対
し
た
。
自
動
車
運
送
業
者
の
取
締
は
、
営
業
形
態
が
千
差
万
別
で
あ
り
、
又
自
動
車
サ
1
ヴ
ィ
ス
の
性
質
が
標
準
化
さ
れ
た
い
乙
と
に
基
因
し
て
、
実
行
不
能
で
あ
る
う
と
叉
論
議
さ
れ
た
。
事
業
不
振
の
影
響
が
深
刻
に
た
ク
て
か
ら
始
め
て
、
議
会
は
一
九
三
五
年
の
自
動
車
運
送
法
令
E
E
P
E
2
〉
え
)
を
通
過
さ
せ
た
口
本
法
は
一
九
三
三
年
の
国
家
交
通
委
員
会
の
報
告
に
依
ク
て
相
当
影
響
を
受
け
て
い
た
。
米
国
に
於
け
る
海
起
訴
締
制
度
の
一
斑
五
七
経
色
と
経
済
ヨ王
入
(
E
〉
第
三
篇
本
論
の
主
題
で
あ
る
か
ら
、
後
程
詳
細
に
解
説
司
す
る
と
と
ふ
す
る
ロ
(
皿
)
第
四
篇
州
際
交
通
法
の
第
四
篇
は
一
九
四
二
年
新
設
追
加
さ
れ
た
法
規
で
あ
る
。
貨
物
運
送
取
扱
人
公
耳
目
m
E
F
2
2宏
司
)
は
、
高
級
貨
物
の
運
送
に
於
て
荷
主
と
運
送
人
と
の
間
の
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
演
や
ノ
る
者
で
あ
る
。
役
は
多
数
の
少
量
貨
物
を
蒐
集
し
、
小
口
扱
貨
物
を
結
合
し
て
軍
扱
貨
物
と
し
、
之
を
鉄
道
・
自
動
車
・
船
舶
運
r
送
人
に
手
渡
し
、
又
目
的
地
に
於
て
貨
物
を
卸
し
、
配
連
立
す
る
。
運
送
取
扱
人
は
、
一
般
に
荷
主
及
び
運
送
人
に
対
し
て
費
用
を
節
約
さ
せ
て
、
小
運
送
す
1
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
営
業
左
行
う
の
で
あ
る
口
其
の
利
溢
は
荷
主
手
数
料
率
l
l小
口
扱
貨
物
に
対
す
る
公
開
賃
率
上
り
も
幾
分
か
低
い
l
!と
運
送
会
社
に
支
払
う
賃
率
と
の
間
の
開
き
か
ら
生
み
す
る
。
貨
物
運
送
取
扱
人
は
運
送
の
金
行
程
に
於
て
運
送
の
交
任
を
取
り
、
全
サ
1
ヴ
ィ
ス
を
含
む
運
賃
を
諒
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
運
送
人
(
g
5
5
8
8耳
目
。
る
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
の
自
動
車
運
送
法
が
効
力
を
発
し
て
後
、
主
要
貨
物
運
送
取
扱
人
は
自
動
車
に
依
る
一
般
運
送
人
と
し
て
営
業
を
許
可
す
る
証
明
書
を
川
際
交
通
委
員
会
に
請
求
し
た
が
、
委
員
会
は
、
k
g
o
吋
白
弘
司
同
丘
四
宮
事
件
に
外
て
、
運
送
人
と
し
て
営
業
し
た
い
限
り
、
運
送
取
扱
人
は
自
動
車
交
通
法
に
規
定
す
る
一
般
運
送
人
で
は
な
い
と
判
定
し
た
り
此
の
判
定
は
最
高
裁
判
所
に
依
ク
て
是
認
さ
れ
た
。
前
記
の
判
定
の
諸
国
対
と
し
て
利
益
の
削
減
に
直
面
し
た
貨
物
運
送
取
扱
入
は
、
多
く
の
場
合
荷
主
及
び
鉄
道
に
支
持
さ
れ
て
、
州
際
交
通
を
管
理
す
る
諸
法
の
下
に
一
般
運
送
人
の
地
位
を
吠
L
A
J
す
る
法
律
の
通
過
を
促
進
し
た
口
州
際
安
通
委
員
会
も
亦
、
運
送
取
扱
人
が
荷
主
に
よ
ク
て
差
別
取
扱
を
な
し
、
鉄
道
が
他
の
荷
主
以
上
に
運
送
取
扱
人
を
侭
遇
す
る
証
拠
を
見
出
に
及
ん
で
、
立
法
に
賛
成
し
、
鉄
道
が
小
口
扱
貨
物
を
取
扱
う
能
率
的
方
法
を
講
じ
た
い
場
合
に
は
、
貨
物
運
送
取
扱
人
は
有
訴
訟
る
椴
能
を
遂
行
し
て
お
り
、
而
し
て
取
締
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
左
宣
一
一
目
し
た
、
斯
く
し
て
貨
物
運
送
取
扱
人
の
取
締
は
、
一
九
四
二
年
州
際
交
通
法
の
第
三
篇
の
制
定
と
共
に
始
ま
ク
た
の
で
あ
る
。
趣
旨
本
法
の
意
図
す
る
活
旨
は
、
‘
国
家
交
通
政
策
と
し
て
本
法
の
治
文
に
伏
ク
て
窺
う
乙
ど
が
出
来
る
。
議
会
の
国
家
交
通
政
策
は
、
本
法
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
凡
て
の
交
通
に
対
し
て
各
々
の
固
有
の
利
点
在
認
識
し
、
維
持
す
る
よ
う
，，e
 
に
行
政
を
行
う
為
に
、
公
正
に
し
て
中
正
広
る
規
則
を
定
め
る
乙
と
、
安
全
、
妥
当
、
経
済
的
且
能
率
的
な
る
サ
1
庁
ィ
ス
を
促
進
し
、
交
通
及
び
各
運
送
人
相
互
間
に
於
て
健
全
な
る
経
済
状
態
を
凶
器
す
る
こ
と
、
不
公
正
な
る
差
別
取
扱
不
当
た
る
特
恵
符
遇
又
は
不
公
‘
正
若
く
は
破
壊
的
競
争
慣
行
を
伴
わ
な
い
、
運
送
サ
1
、
行
ィ
ス
に
対
す
る
合
理
的
な
る
料
金
の
設
定
及
び
維
持
を
渋
励
す
る
と
と
、
諸
州
及
び
其
の
正
当
な
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
職
員
と
協
同
す
る
乙
と
及
び
公
正
た
賃
金
及
び
公
平
な
る
労
働
条
件
を
奨
励
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
等
は
凡
て
合
京
国
の
商
業
、
郵
便
業
務
及
び
国
防
の
必
要
に
即
応
す
る
に
適
し
た
水
路
、
¥
道
路
、
鉄
道
及
び
其
の
他
の
桜
関
に
依
る
国
家
交
通
制
度
を
発
反
さ
せ
、
調
設
し
又
維
持
す
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
。
川
際
交
通
法
第
三
応
本
筋
に
於
て
は
、
海
上
述
送
人
(
g
z
;
p
q
g
l
l厳
特
に
解
す
れ
ば
、
海
上
、
河
川
、
湖
上
、
運
河
に
於
げ
る
応
舶
運
送
人
の
凡
て
を
包
含
す
る
も
の
で
が
る
が
、
便
宜
上
海
上
迩
送
人
と
し
た
ー
ー
ー
は
、
一
般
海
上
運
送
人
(
B
E
E
S
E
E
2
S
3門
2
)
と
契
約
海
上
迩
送
人
(
g
E
2
2
2
3
5
S
3
Z円
)
に
大
別
さ
れ
(
第
三
百
二
条
例
)
夫
え
に
就
て
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
一
般
海
上
運
送
人
及
び
契
約
海
上
運
送
人
に
関
す
る
規
定
を
別
個
に
眺
め
る
と
と
に
す
る
。
一
般
海
上
運
送
人
-
定
義
一
般
海
上
運
送
人
と
称
す
る
の
は
、
一
般
公
衆
に
対
し
、
州
際
若
く
は
外
国
交
通
に
於
て
、
報
酬
を
得
る
為
に
、
旅
客
若
く
は
貨
物
の
海
上
運
送
に
従
事
す
る
人
を
一
氏
う
。
ハ
同
条
仰
)
此
処
に
所
謂
入
信
2
8ロ
)
と
一
式
う
の
は
、
個
人
。
(
山
E
Z
E
E
-
)
、
商
社
・
2
5
)
、
組
合
τ
3
2
5
2
E
Z
、
法
人
(
ロ
2
3叫
色
。
ロ
)
、
会
社
(
8
5司
自
己
、
社
団
(23pagニ
、
株
式
社
団
(
〕
o
E
2
2
r
S
E
a
-
S
)
及
び
受
託
者
伽
乞
H500)
、
牧
括
管
理
人
(500刊
誌
品
、
指
定
譲
受
人
(
伝
m
K
5
0
)
若
く
は
其
等
の
遺
産
代
表
者
が
之
に
含
ま
れ
る
口
、
(
同
条
例
)
又
右
に
所
謂
州
際
若
く
は
外
国
交
通
(
甘
円
白
星
P
Z
o
工
OHo-間
口
可
E
J
R
E
2
5
又
は
州
際
若
く
は
外
国
交
通
に
於
け
る
運
送
(
q
g
J。江戸昨日
0ロ
米
国
に
於
け
る
…
出
足
以
部
制
度
の
一
政
五
九
経
営
と
経
済
O 
山
口
宮
市
2
5
0
2
r
E官
8
5
5
z
o
)
と
は
次
の
如
き
旅
客
若
く
は
貨
物
の
運
送
を
一
式
う
の
で
あ
る
。
(
同
条
向
)
⑤
或
る
川
の
一
地
点
か
ら
他
の
州
の
一
一
地
点
ま
で
、
全
部
海
上
に
依
る
迩
送
。
但
し
斯
様
な
運
送
が
全
部
合
衆
国
内
に
於
て
行
わ
れ
る
と
否
と
は
之
を
問
わ
な
い
。
②
或
る
州
の
一
地
点
か
ら
他
の
州
の
一
地
点
ま
で
、
一
部
海
上
に
依
り
、
一
部
鉄
道
若
く
は
自
動
車
に
依
る
運
送
。
一
部
合
衆
国
門
に
於
て
、
‘
一
部
合
衆
国
外
に
於
て
行
わ
れ
る
斯
る
運
送
に
関
す
る
も
の
を
除
き
、
鉄
道
若
く
は
自
動
車
に
依
る
運
送
は
、
と
れ
が
令
衆
国
内
に
於
て
行
わ
れ
る
限
り
に
於
て
、
又
海
上
運
送
は
、
乙
れ
が
合
衆
国
内
の
一
地
点
か
ら
同
国
内
に
於
け
る
一
地
点
ま
で
行
わ
れ
る
限
り
に
於
て
、
之
に
包
含
さ
れ
る
。
③
合
衆
悶
内
の
一
一
地
点
か
ら
同
国
外
の
一
地
点
ま
で
、
又
は
合
衆
国
外
の
一
地
点
か
ら
同
園
内
の
一
地
点
ま
で
、
全
部
海
上
に
依
る
運
送
又
は
一
部
‘
海
上
に
依
り
、
一
部
鉄
道
若
く
は
自
動
車
に
依
る
運
送
。
但
し
(
イ
)
鉄
道
若
く
は
自
動
車
に
依
る
期
る
運
送
は
、
そ
れ
が
合
衆
国
内
に
於
て
行
わ
れ
る
場
合
に
の
み
、
(
ロ
)
合
衆
国
外
の
一
地
点
向
け
の
運
送
の
場
合
に
は
、
期
石
海
上
運
送
口
、
そ
れ
が
合
衆
国
外
の
地
点
へ
運
送
す
る
為
に
、
同
国
内
の
一
地
点
で
積
替
に
先
立
ク
て
、
同
国
内
の
一
地
点
か
ら
他
の
一
地
点
ま
で
行
わ
れ
る
場
合
に
の
み
、
叉
合
衆
国
外
の
一
一
地
点
か
ら
の
運
送
の
場
合
に
は
、
斯
る
海
上
運
送
は
、
そ
れ
が
合
衆
国
外
の
一
地
点
か
ら
の
運
送
に
当
り
同
図
的
の
一
地
点
で
積
替
え
て
後
、
同
国
内
の
一
地
点
か
ら
他
の
一
地
点
ま
で
行
わ
れ
る
場
合
に
の
み
限
ら
れ
る。
規
定
の
適
用
及
び
適
用
の
除
外
商
品
が
運
送
さ
れ
る
船
舶
の
積
載
空
間
が
三
程
以
下
の
商
品
の
運
送
に
使
用
さ
れ
る
ば
ら
積
商
品
質
物
の
海
上
運
送
に
は
適
用
さ
れ
た
い
。
本
項
は
、
(
一
九
三
九
年
六
月
一
日
現
在
の
当
該
商
品
取
扱
及
び
運
送
に
於
耽
る
取
引
慣
習
に
従
ク
て
)
、
包
装
若
く
は
容
探
無
し
で
積
載
さ
れ
、
運
送
さ
れ
、
叉
運
送
の
マ
1
ク
若
く
は
計
算
無
し
に
運
送
人
に
依
り
受
取
ら
れ
及
び
引
渡
さ
れ
る
ば
ら
積
の
商
品
の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
口
(
第
三
百
三
条
向
)
一
専
ら
斯
る
用
役
に
使
用
す
る
目
的
で
設
計
三
れ
か
改
正
成
文
法
第
四
千
四
百
十
七
条
例
の
規
定
に
伏
ク
て
商
務
長
官
の
承
認
し
た
規
則
に
基
づ
い
て
証
明
さ
れ
て
い
る
油
槽
船
に
依
る
ば
ら
積
の
液
体
貨
物
の
海
上
運
送
に
は
、
本
篇
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。
(
同
条
刊
)
本
法
に
宣
一
一
目
さ
れ
て
い
る
国
家
交
通
政
策
を
遂
行
す
る
為
に
共
の
適
用
が
必
要
で
あ
る
と
州
際
交
通
委
員
会
が
随
時
認
め
、
命
令
を
以
て
宣
言
す
る
場
合
を
除
き
、
州
際
突
通
に
於
て
単
一
の
港
域
内
若
く
は
隣
接
す
る
港
内
の
地
点
相
互
聞
の
み
の
海
上
運
送
に
し
て
、
一
港
若
く
は
数
港
の
浴
域
外
の
地
点
を
発
着
地
と
し
、
共
通
の
支
配
、
管
理
、
調
整
の
下
に
あ
る
継
続
通
し
運
送
の
一
部
を
た
さ
た
い
も
の
に
は
、
本
給
の
規
定
は
適
用
さ
れ
た
い
。
(
同
条
ω山
)
然
乍
ら
、
本
お
は
、
川
の
管
轄
権
内
に
あ
る
海
上
運
送
人
に
依
る
州
内
交
通
を
取
締
る
権
限
を
州
が
専
ら
行
使
す
る
乙
と
に
干
渉
す
る
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
は
伝
く
、
叉
州
際
交
通
に
対
す
る
差
別
取
扱
の
撤
廃
若
く
は
共
の
他
の
目
的
の
為
に
、
州
内
交
通
、
之
に
関
連
す
る
用
役
に
対
す
る
貨
物
質
年
、
旅
客
賃
卒
、
料
率
を
規
定
し
若
く
は
取
締
冶
権
限
を
委
員
会
に
与
え
る
も
の
で
も
た
い
。
(
同
条
・
ω向〉
段
行
義
務
一
般
海
上
辺
送
人
は
、
彼
が
遂
行
す
る
と
と
を
企
剖
し
、
若
く
は
提
示
し
、
又
は
本
篇
の
認
可
に
基
づ
き
遂
行
す
る
と
と
を
要
求
さ
れ
る
巡
送
に
関
連
し
て
、
次
の
亡
と
を
た
す
義
務
を
負
う
口
(
第
三
百
五
条
例
)
①
合
理
的
要
求
に
基
づ
き
掛
る
運
送
を
準
備
し
、
担
供
す
る
乙
と
。
切
@
公
正
旦
合
理
的
た
る
貨
物
貨
卒
、
旅
客
官
、
卒
、
料
率
及
び
等
放
並
に
之
に
関
す
る
公
正
且
合
理
的
な
る
規
則
及
び
慣
行
を
設
定
し
、
選
守
し
又
励
行
す
る
と
と
。
③
切
符
、
住
物
交
仮
説
、
爪
出
荷
証
券
、
積
荷
目
録
の
発
行
、
様
式
、
内
容
並
に
運
送
貨
物
の
差
出
、
記
号
附
け
、
包
装
、
引
渡
の
様
式
及
び
方
法
並
に
千
氾
um
、
見
本
、
超
過
手
荷
物
の
運
送
、
運
送
設
備
、
其
の
他
州
際
若
く
は
外
国
交
通
に
於
け
る
斯
る
運
送
に
関
連
す
る
五
割
に
対
し
て
、
公
正
且
合
理
的
な
る
規
則
及
び
慣
行
を
設
定
し
、
道
守
し
又
励
行
す
る
と
と
。
上
記
の
如
き
旅
客
若
く
は
貨
物
ω運
送
に
於
て
、
又
は
之
に
関
連
し
て
、
提
供
さ
れ
若
く
は
提
供
さ
れ
る
べ
き
サ
1
ヴ
イ
ス
に
対
す
る
料
金
は
公
正
且
合
理
的
で
た
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
而
し
て
斯
る
サ
1
ヴ
ィ
ス
若
く
は
共
の
一
部
に
対
す
る
不
公
正
且
不
合
理
た
る
料
金
は
い
怨
止
さ
れ
、
又
違
法
で
あ
る
。
一
般
海
上
巡
送
人
は
次
の
如
き
誌
坊
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
口
①
他
ω同
組
巡
送
人
及
び
一
般
鉄
道
述
送
人
と
の
問
に
、
(
同
条
例
〉
旅
谷
川
計
く
は
代
物
の
迩
送
に
対
す
る
公
正
且
合
理
的
た
る
通
し
経
路
米
国
に
於
け
る
海
述
医
抑
制
度
の
一
斑
--L・/、
経
営
と
経
治
-L・/、
(
吾
叫
き
ち
同
O
ロ
円
。
)
及
び
之
に
適
用
す
べ
き
公
正
旦
合
理
的
な
る
貨
物
賃
卒
、
旅
客
賃
率
、
料
率
及
び
貨
物
等
級
を
設
定
す
る
乙
と
。
②
斯
る
通
し
経
路
左
運
営
す
る
為
の
合
理
的
施
設
を
備
え
る
乙
と
。
③
其
の
運
営
に
関
す
る
、
叉
有
性
格
者
に
対
す
る
合
理
的
た
る
報
酬
に
就
て
規
定
す
る
、
合
理
的
た
る
規
則
を
作
成
す
る
乙
と
。
市
し
て
一
般
海
上
運
送
人
は
、
一
般
自
動
車
運
送
人
と
の
間
に
合
理
的
た
る
通
し
経
路
及
び
共
に
適
用
す
る
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
卒
、
料
率
及
び
貨
物
等
放
を
設
定
す
る
と
と
が
出
来
る
。
共
の
関
係
運
送
人
は
、
連
帯
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
(
〕
O
町三
3
8
p
p『
2
2
1
samo出
)
に
就
て
は
、
斯
る
運
送
人
の
何
れ
に
対
し
て
も
不
当
に
特
恵
若
く
は
不
利
誌
で
た
い
よ
う
な
公
正
、
合
理
的
且
公
平
怒
る
配
分
を
規
定
し
喝
な
け
れ
ば
な
ら
注
い
白
(
同
条
同
項
)
一
般
海
上
運
送
人
が
次
項
を
な
す
こ
と
は
違
法
と
さ
れ
て
い
る
。
(
同
条
例
)
①
特
定
の
人
、
港
、
港
区
、
関
門
、
通
過
地
点
、
局
地
、
地
方
、
、
地
区
若
く
は
特
定
の
貨
物
に
対
し
、
如
何
な
る
点
に
於
て
も
、
不
当
若
く
は
不
合
理
な
特
恵
若
く
は
利
誌
を
設
け
、
賦
与
し
又
は
招
来
す
る
乙
と
。
②
特
定
の
人
、
港
、
港
区
、
関
門
、
通
過
地
点
、
局
地
、
地
方
、
地
区
若
く
は
特
定
砂
貨
物
に
対
し
、
如
何
な
る
点
に
於
て
も
、
不
公
正
た
差
別
取
扱
又
は
不
当
若
く
は
不
合
理
友
不
利
諮
若
く
は
不
利
に
服
さ
し
め
る
乙
と
。
更
に
一
般
海
上
運
送
人
は
、
各
自
の
能
力
に
応
じ
て
、
各
え
の
白
線
と
連
絡
線
と
の
間
の
貨
物
の
交
換
及
び
連
絡
線
を
発
士
一
泊
す
る
旅
客
若
く
は
貨
物
の
引
受
、
発
送
及
び
引
渡
の
為
に
、
凡
て
の
合
理
的
、
適
切
旦
平
等
な
る
施
設
を
提
供
し
な
け
れ
ば
た
ら
友
、
問
。
連
絡
線
開
の
貨
物
質
率
、
旅
客
笠
卒
、
科
卒
に
於
て
差
別
取
放
を
し
て
は
な
ら
な
い
川
叉
は
荷
主
が
特
別
に
経
路
の
指
定
左
し
な
い
貨
物
の
割
当
に
於
て
連
絡
線
に
不
当
に
侃
頗
に
し
て
は
な
ら
な
い
口
(
同
条
仰
)
運
賃
)
般
海
上
運
送
人
は
、
.
自
己
経
路
上
の
地
点
相
互
間
及
び
、
通
し
経
路
及
び
連
帯
賃
率
が
設
定
さ
れ
た
場
合
は
は
、
斯
る
地
点
と
同
額
運
送
人
の
経
路
上
又
は
一
般
鉄
道
運
送
人
若
く
は
一
般
自
動
車
運
送
人
の
経
路
上
の
地
点
相
互
間
の
州
際
若
く
は
外
国
交
通
に
於
け
る
旅
客
若
く
は
貨
物
の
運
送
に
対
す
る
凡
て
の
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
率
、
(
料
率
、
貨
物
等
級
、
規
則
及
び
慣
行
を
示
す
賃
率
表
2
E
3
を
州
際
交
通
委
員
会
に
届
出
で
、
印
刷
に
附
し
二
一
般
公
衆
の
閲
覧
の
為
に
公
開
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
斯
る
貸
率
表
に
は
、
貨
物
若
く
は
旅
客
が
迩
送
さ
れ
る
地
点
、
貨
物
若
く
は
旅
客
の
等
級
及
び
終
端
手
数
料
又
は
委
員
会
が
記
載
す
る
と
と
を
要
求
事
る
他
の
手
数
料
、
賦
与
さ
れ
若
く
は
許
容
さ
れ
る
凡
て
の
特
権
若
く
は
便
益
及
び
斯
る
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
叉
は
旅
客
単
荷
主
若
く
は
荷
受
人
に
提
供
さ
れ
る
す
1
ず
ィ
ス
の
価
額
の
一
一
部
若
く
は
全
部
を
変
更
し
、
影
響
し
若
く
は
決
定
す
る
規
則
を
平
明
に
記
述
し
紅
け
れ
ば
怒
ら
佐
い
。
(
第
三
百
六
条
例
)
委
員
会
は
規
則
に
依
り
、
本
条
の
要
求
す
る
賃
率
表
が
公
開
さ
れ
、
届
出
ら
れ
、
公
布
さ
れ
る
様
式
及
び
方
法
を
規
定
し
怠
け
れ
ば
な
‘
ら
た
い
。
叉
委
員
会
は
届
出
ら
れ
た
賃
率
去
で
本
‘
条
及
び
斯
る
規
則
と
相
容
れ
た
い
も
の
を
却
下
す
る
権
限
を
有
し
、
而
し
て
委
員
会
が
却
下
し
た
賃
率
表
は
無
効
で
あ
り
、
共
を
使
用
す
る
と
と
は
違
法
で
あ
る
口
(
同
条
例
)
一
般
海
上
運
送
人
は
、
本
篇
の
適
用
を
受
け
る
運
送
若
く
は
之
に
関
連
す
る
す
1
ヴ
ィ
ス
に
対
し
て
、
合
法
的
に
有
効
な
る
賃
率
表
に
於
て
、
斯
様
な
運
送
若
く
は
サ
1
ヴ
ィ
ス
に
対
し
て
規
定
さ
れ
た
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
工
り
も
、
工
り
高
い
若
く
は
工
り
低
い
叉
は
旦
(
ク
た
報
酬
を
課
じ
、
要
求
し
、
徴
牧
し
若
く
は
受
理
し
て
は
怒
ら
た
い
。
叉
如
何
た
る
方
法
芳
く
は
術
策
に
依
る
も
、
指
定
さ
れ
た
貨
物
貸
率
、
。
旅
客
賃
率
、
料
率
の
一
部
を
払
戻
し
、
軽
減
し
、
叉
は
賃
率
表
に
規
定
さ
れ
る
も
の
を
除
き
、
如
何
た
る
人
に
対
し
て
も
、
共
の
価
額
、
に
影
響
す
る
運
送
上
の
特
権
若
く
は
便
拾
を
拡
張
し
て
は
た
ら
左
い
。
(
同
条
例
)
一
般
海
上
運
送
人
は
、
本
篇
に
依
り
同
枕
定
さ
れ
て
い
た
い
限
り
、
斯
る
運
送
人
に
依
る
運
送
に
対
す
る
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
が
本
筋
の
規
定
に
従
ク
て
届
出
ら
れ
、
公
示
さ
れ
て
い
泣
け
れ
ば
、
木
篇
の
適
用
さ
れ
る
運
送
に
従
事
し
て
は
た
ら
怠
い
。
一
般
海
上
運
送
人
が
実
施
し
で
い
る
賃
率
表
に
規
定
さ
れ
て
い
る
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
、
等
級
、
規
則
若
く
は
慣
行
の
変
更
は
1
変
更
案
が
本
条
に
従
ク
て
届
出
ら
れ
、
掲
示
さ
れ
、
三
十
日
の
告
示
期
間
が
満
了
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
実
施
さ
れ
符
泣
い
。
斯
る
告
示
に
は
変
更
案
及
び
其
が
実
施
さ
れ
る
時
期
を
明
瞭
に
記
述
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
D
然
乍
ら
委
員
会
は
、
自
己
の
裁
量
に
依
り
、
良
い
理
由
を
呈
示
し
て
、
本
項
に
明
示
さ
れ
て
い
る
上
り
短
期
間
の
告
示
に
依
ク
て
其
の
変
更
を
許
容
し
、
叉
は
特
殊
-
広
場
合
に
於
て
、
或
は
特
殊
た
状
況
.
若
く
は
条
件
に
適
用
す
る
一
般
命
令
に
依
り
、
本
項
の
要
求
事
項
を
修
正
す
る
、
乙
と
が
出
来
る
D
(
同
条
例
)
損
害
賠
償
一
般
海
上
運
送
人
が
、
本
官
仰
に
於
て
禁
止
さ
れ
若
く
は
違
法
左
宣
言
さ
れ
て
い
る
行
為
、
事
項
若
く
は
事
物
を
為
し
、
為
さ
れ
る
原
因
米
国
に
於
け
る
海
運
取
締
訓
度
の
一
斑
J_  
/¥  
経
営
と
経
済
六
回
を
作
り
若
く
は
為
さ
れ
る
乙
と
を
許
容
し
た
場
合
、
又
は
木
篇
に
於
て
為
す
べ
き
乙
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
行
為
、
事
項
若
く
は
弔
物
色
為
さ
な
い
場
合
に
は
、
斯
る
違
反
に
原
因
す
る
.
損
害
の
金
額
に
対
し
責
任
を
負
う
。
(
第
三
百
八
条
向
)
而
し
て
一
般
海
上
運
送
人
に
依
つ
で
損
害
を
被
ク
た
と
と
を
主
張
す
る
人
は
、
木
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
運
送
人
が
責
任
左
負
う
べ
き
損
害
を
回
収
す
る
為
に
、
委
員
会
に
判
明
、
訴
す
る
か
若
く
は
合
衆
国
の
.
管
轄
地
方
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
と
ど
が
出
来
る
。
(
同
条
例
)委
員
会
は
、
提
訴
に
就
て
聴
取
を
行
っ
た
後
、
摂
訴
人
が
運
送
人
の
木
篇
違
反
に
対
し
此
の
規
定
に
基
づ
く
損
台
賠
償
の
裁
定
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
と
決
定
す
る
時
に
は
、
指
定
の
目
迄
に
柊
訴
久
に
彼
が
受
く
べ
き
令
額
を
支
払
う
工
う
運
送
人
に
対
し
て
指
図
す
る
命
令
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
(
同
条
向
)
然
る
に
明
る
運
送
人
が
命
令
に
於
て
指
定
さ
れ
た
期
限
内
に
金
銭
支
払
命
令
に
応
じ
怠
い
場
合
に
は
、
判
明
訴
人
若
く
は
斯
る
命
令
が
共
の
利
諮
の
為
に
発
せ
ら
れ
た
人
は
、
其
の
居
住
し
叉
は
運
送
人
の
営
業
木
庖
が
あ
り
若
く
は
・
運
送
人
の
経
営
杭
路
上
の
寄
港
地
の
あ
る
地
方
の
ι
合
衆
国
地
方
裁
判
所
又
は
関
係
者
の
管
轄
権
を
有
す
る
一
般
管
理
の
州
裁
判
所
に
、
損
害
賠
償
話
求
の
理
由
及
び
前
記
の
委
員
会
の
命
令
を
暮
述
せ
る
訴
状
を
提
出
す
る
と
と
が
出
来
る
。
(
同
条
例
)
公
共
の
便
益
並
に
必
要
の
証
明
書
f
一
般
海
上
運
送
人
は
、
本
条
及
び
第
三
百
十
一
条
に
於
て
別
に
規
定
す
る
場
合
を
除
い
T
は
、
委
員
会
の
発
行
し
た
公
共
の
便
治
並
に
必
要
の
証
明
書
(
R
E
2
2
g
o内
宮
巴
向
。
。
。
号
grHHnFST】
向
日
山
田
町
守
)
を
有
し
な
け
れ
ば
、
本
篇
の
適
用
を
受
け
る
運
送
に
従
事
す
る
と
と
が
出
来
な
い
。
(
第
三
百
九
条
ω)
斯
る
証
明
書
の
申
請
は
、
文
書
に
依
ク
て
委
員
会
に
対
し
て
た
さ
れ
、
宣
誓
の
下
に
立
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
叉
委
員
会
が
規
則
に
依
ク
て
要
求
す
る
様
式
に
依
り
、
斯
様
た
記
載
事
項
を
合
み
、
斯
様
た
利
害
関
係
人
に
送
達
し
た
証
拠
を
之
に
添
え
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
(
同
条
向
)
規
則
の
励
行
と
罰
則
一
般
海
上
運
送
人
が
本
篇
の
規
定
(
貨
物
質
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
の
合
理
性
及
び
其
の
差
別
的
性
格
に
関
す
る
規
定
を
除
く
〉
、
又
は
之
に
基
づ
く
規
則
、
要
求
事
項
若
く
は
命
令
(
金
銭
支
払
の
命
令
を
除
a
く
)
叉
は
証
明
書
若
く
は
許
可
誌
の
条
件
に
従
わ
や
若
く
は
此
等
に
違
'
反
し
て
営
業
す
る
場
合
に
は
、
委
員
会
若
く
は
合
衆
国
検
事
総
長
、
(
又
は
命
令
の
場
合
に
は
、
其
努
道
守
ぜ
や
若
く
は
違
反
し
た
と
と
に
依
っ
て
'
損
害
を
被
ク
た
関
係
者
)
は
、
関
係
者
の
管
轄
権
を
有
す
る
令
衆
国
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
、
木
知
の
斯
る
規
定
芳
く
は
斯
る
規
則
、
要
求
事
項
、
命
令
、
条
件
の
履
行
左
中
詰
す
る
と
止
が
認
ら
れ
て
い
る
。
(
第
三
百
十
六
条
向
)
本
稿
の
規
定
又
は
其
に
基
づ
く
規
則
、
一
要
求
事
項
若
く
は
命
令
又
は
証
明
書
若
く
は
許
可
誌
の
条
件
に
意
識
的
に
遺
度
す
る
者
は
何
人
も
、
経
罪
主
犯
す
も
の
と
若
倣
さ
れ
、
犯
罪
の
全
部
若
く
は
一
部
が
行
わ
れ
た
地
方
の
合
衆
国
管
轄
地
方
裁
判
所
の
有
罪
判
決
に
基
づ
き
、
各
犯
罪
毎
に
五
百
弗
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。
(
第
三
百
十
七
条
州
)
一
般
海
上
沼
送
人
又
は
共
の
役
員
、
代
理
人
、
従
業
員
若
く
は
代
表
者
に
し
て
、
木
箱
の
規
定
に
造
反
し
て
割
引
、
延
戻
若
〈
は
設
歩
を
意
識
的
に
申
込
み
、
許
宗
し
若
く
は
附
与
し
、
又
は
申
込
み
、
許
本
し
茄
く
は
附
与
す
る
原
凶
を
作
る
者
、
又
は
術
策
若
く
は
方
便
に
依
り
、
合
法
的
に
宍
施
中
の
貨
物
質
卒
、
旅
客
賃
卒
、
料
亭
以
下
で
、
・
不
信
の
前
用
を
受
け
る
運
送
守
一
取
得
さ
せ
る
主
う
、
何
人
か
史
意
識
的
に
桔
助
し
、
又
は
自
発
的
に
忍
耐
し
沼
く
は
許
容
す
る
者
は
経
界
を
犯
す
も
の
王
手
一
利
倣
さ
れ
、
犯
罪
の
入
信
一
部
若
く
は
一
部
が
行
わ
れ
た
地
方
の
合
裁
国
管
轄
地
方
裁
判
所
の
有
罪
判
決
に
芸
づ
き
、
各
犯
罪
毎
に
五
千
弗
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
.
ロ
(
同
条
例
)
本
筋
の
違
反
に
対
し
て
は
、
運
送
人
が
処
制
さ
れ
る
し
ι
同
時
に
亦
荷
主
も
罰
す
る
上
弓
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
何
人
と
跳
ど
も
、
木
お
に
山
一
川
一
反
し
て
、
割
引
、
延
民
、
若
く
は
読
ん
ゲ
J
左
立
訟
的
に
教
唆
し
、
承
諾
し
若
く
は
受
理
し
、
又
は
術
策
若
く
は
方
便
に
伏
ク
て
、
一
般
海
上
辺
送
人
又
は
共
の
役
員
、
代
理
人
、
従
境
目
京
く
は
代
表
者
の
同
定
若
く
は
黙
許
を
符
、
或
は
共
を
符
歩
し
て
、
合
法
的
に
宍
施
中
の
貨
物
伝
卒
、
脈
容
任
い
比
率
、
料
率
以
下
で
、
本
山
い
制
に
規
定
す
る
運
送
を
立
説
的
に
取
特
し
、
又
は
、
直
接
忙
若
く
は
間
援
に
、
虚
偽
の
請
求
、
反
偽
の
収
符
作
成
、
底
的
の
友
一
一
小
又
は
宍
の
他
の
術
策
若
く
は
方
便
に
依
り
、
定
識
的
に
、
一
般
海
上
運
送
人
又
は
其
の
役
員
、
代
理
人
、
従
業
員
若
く
は
代
表
者
の
同
立
東
く
は
黙
許
左
符
或
は
共
を
符
や
し
て
、
斯
る
運
送
に
関
連
す
る
芳
く
は
尖
か
ら
生
十
る
手
当
、
払
戻
・
足
取
得
し
、
又
は
取
得
せ
ん
乙
と
を
企
図
し
、
共
に
依
ク
て
支
払
の
前
後
を
問
わ
歩
、
斯
る
海
送
若
く
は
サ
1
ヴ
ィ
ス
に
対
す
る
当
該
辺
送
人
の
報
酬
が
、
合
法
的
に
宍
施
中
の
貨
物
官
、
卒
、
旅
客
貸
率
、
料
率
以
下
・
と
た
る
場
合
に
は
、
軽
罪
左
犯
す
も
の
と
宕
倣
さ
れ
る
。
(
同
条
例
)
米
国
に
於
け
る
裕
迎
以
抑
制
度
の
一
斑
六
五
wm
色
と
経
済
8
、一
」
/
」
ノ
一
般
海
上
運
送
人
又
は
其
の
役
員
、
代
理
人
、
従
業
員
若
く
は
代
表
者
に
し
て
、
煮
識
的
に
、
木
篇
の
要
求
す
る
報
告
を
委
員
会
に
符
わ
や
ノ
、
叉
は
委
員
会
が
適
法
に
‘
要
求
す
る
時
期
工
り
三
十
日
以
内
に
質
問
に
対
す
る
明
確
、
完
全
、
真
実
旦
王
確
た
る
問
窓
口
を
行
わ
や
、
又
は
委
員
会
の
規
定
す
る
様
式
及
び
方
法
に
伏
る
会
計
号
、
記
録
、
覚
書
を
作
成
せ
宇
芳
く
は
拒
絶
し
、
又
は
木
第
に
於
て
作
成
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
て
い
る
報
告
書
、
会
計
者
、
記
録
、
覚
書
、
附
問
符
、
通
信
文
及
び
其
の
他
の
書
類
を
故
意
に
偽
造
し
、
破
段
し
、
段
損
し
若
く
は
改
変
す
る
者
、
又
は
本
お
に
規
定
す
る
会
計
者
、
記
録
若
く
は
す
す
宍
及
び
取
引
の
覚
書
に
完
全
、
真
実
且
一
北
確
た
る
記
入
を
す
る
乙
と
を
故
意
に
怠
り
若
く
は
為
さ
歩
、
又
は
之
に
関
す
る
委
員
会
の
規
則
若
く
は
命
令
に
反
す
る
会
計
者
、
記
録
若
く
は
白
書
を
故
意
に
作
成
し
、
又
は
委
員
会
に
対
し
て
虚
偽
の
報
告
書
、
会
計
者
、
記
録
若
く
は
覚
書
を
摂
出
す
る
者
は
、
強
罪
を
犯
す
も
の
〉
一
君
倣
さ
れ
る
ロ
(
同
条
刈
)
一
般
海
上
運
送
人
叉
は
其
の
役
員
、
牧
議
管
理
人
、
受
託
者
、
代
理
人
、
従
業
員
叉
は
斯
る
運
送
人
京
〈
は
そ
の
他
の
人
工
り
情
報
記
入
手
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
者
が
、
故
定
に
、
荷
主
若
く
は
荷
受
人
以
外
の
人
に
、
当
該
河
主
若
く
は
待
受
人
の
同
意
無
く
じ
て
、
本
筋
の
適
用
を
受
け
る
淫
送
を
依
頼
す
る
為
に
、
運
送
人
に
差
出
さ
れ
若
く
は
引
渡
さ
れ
る
貨
物
の
性
質
、
種
類
、
数
同
一
良
、
仕
向
地
、
待
受
人
、
若
く
は
経
路
指
定
に
関
す
る
情
報
l
l共
が
利
用
さ
れ
tλ
ば
荷
主
若
く
は
荷
送
人
に
不
利
誌
を
荒
す
か
も
し
れ
た
い
、
叉
は
其
は
競
争
者
に
不
適
当
に
業
務
取
引
を
暴
露
す
る
か
も
し
れ
た
い
ー
ー
を
暴
露
し
又
は
入
手
せ
し
め
る
乙
と
は
違
法
で
あ
る
口
而
し
て
木
知
一
の
規
定
に
違
反
す
る
者
は
軽
罪
左
犯
す
も
の
〉
)
者
倣
さ
れ
、
犯
罪
の
全
部
若
く
は
一
部
が
行
わ
れ
た
地
方
の
合
衆
国
管
轄
地
方
裁
判
所
の
有
罪
判
決
に
基
づ
き
、
二
千
弗
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。
(
同
条
例
)
以
上
に
於
て
、
一
般
海
上
運
送
人
に
対
す
る
主
要
な
る
規
定
を
終
り
、
次
に
契
約
海
上
迩
送
人
に
関
す
る
規
定
を
考
察
す
る
と
と
に
す
る。
契
約
海
上
運
送
人
定
義
契
約
海
上
運
送
ト
人
と
称
す
る
の
は
、
個
人
的
契
約
若
く
は
協
定
に
基
づ
き
、
，
州
際
若
く
除
外
国
安
通
に
於
て
、
，
報
酬
を
符
る
と
と
を
目
的
と
し
て
、
旅
客
若
く
は
貨
物
の
海
上
運
送
に
従
事
す
る
入
を
云
う
。
規
定
の
適
用
及
び
適
用
の
除
外
一
般
海
上
運
送
人
の
項
に
於
て
既
述
し
た
第
三
百
三
条
刷
、
問
、
M
W
刊
、
ω及
び
山
は
、
契
約
海
上
運
送
人
に
対
し
て
も
亦
同
様
に
適
用
ち
れ
る
。
履
行
義
務
契
約
海
上
迩
送
人
は
次
の
如
き
義
務
左
負
う
て
い
る
。
、
(
第
三
百
六
条
例
)
、
、
①
旅
客
若
く
は
貨
物
の
運
送
に
於
て
又
は
之
に
関
連
し
て
提
供
し
沼
く
は
提
供
す
べ
き
サ
1
可
ィ
ス
に
対
し
、
合
理
的
な
る
設
低
賃
率
及
び
科
卒
-Z
設
定
し
旦
道
守
す
る
こ
と
。
@
其
の
合
理
的
な
る
最
低
賃
率
及
び
料
率
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
合
理
的
な
る
規
則
及
び
慣
行
を
設
定
し
旦
遵
守
す
る
こ
と
。
③
其
の
参
加
す
る
州
際
及
び
外
国
交
通
に
対
し
、
実
際
に
維
持
さ
れ
且
認
せ
ら
れ
て
い
る
最
低
賃
率
及
び
料
率
の
細
目
表
並
に
斯
る
料
金
及
び
サ
1
ヴ
ィ
ス
の
価
額
に
影
抑
一
い
す
る
規
則
若
く
は
慣
行
を
、
委
員
会
の
規
定
す
る
規
則
に
従
い
、
委
員
会
に
届
出
で
、
掲
示
し
旦
公
共
の
閲
覧
に
供
す
る
乙
と
。
③
他
に
本
お
に
伏
り
規
定
さ
れ
た
い
限
り
、
実
際
に
維
持
さ
れ
旦
認
せ
ら
れ
て
い
る
最
低
賃
率
若
く
は
料
率
が
、
本
篇
の
規
定
に
従
ク
て
、
公
開
さ
れ
、
届
出
ら
れ
旦
掲
示
'
さ
れ
て
い
中
広
け
れ
ば
、
本
信
の
適
用
を
受
け
る
運
送
に
従
事
し
か
仏
い
と
と
。
③
本
項
に
従
ク
て
提
出
さ
れ
た
新
し
い
賃
平
沼
く
は
科
卒
中
公
文
は
変
文
案
が
、
三
十
日
の
告
示
期
間
を
経
過
し
た
後
で
た
け
れ
ば
、
直
接
に
或
は
斯
る
賃
平
沼
く
は
料
率
又
は
サ
1
ヴ
ィ
ス
の
価
額
に
影
響
す
る
規
則
若
く
は
慣
行
に
変
更
を
加
え
る
乙
と
に
依
っ
て
、
新
し
い
貨
卒
若
く
は
科
卒
が
設
定
三
れ
、
又
貸
率
若
く
は
料
率
の
割
引
が
行
わ
れ
な
い
と
と
。
、
ノ
.
然
乍
ら
告
示
期
間
山
県
の
他
に
関
し
て
も
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
州
際
交
通
委
員
会
は
、
自
己
の
裁
量
に
依
り
、
良
い
理
由
を
示
し
て
、
本
項
に
明
示
さ
れ
て
い
る
工
り
短
期
間
の
公
示
に
伏
ク
て
、
斯
る
新
じ
い
賃
率
芳
く
は
料
率
の
設
定
又
は
変
更
を
許
容
し
、
叉
は
特
殊
な
場
合
に
於
て
若
く
は
特
殊
な
状
況
、
条
件
に
適
合
す
る
一
般
命
令
に
依
り
、
細
目
去
の
掲
示
及
び
担
出
に
関
す
る
本
項
の
要
求
事
項
を
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
る
口
右
の
北
口
一
万
に
は
、
新
し
い
貨
卒
、
若
く
は
料
率
又
は
変
更
及
び
実
施
期
間
を
明
瞭
に
記
述
し
た
け
れ
ば
た
ち
た
い
。
米
い
い
一
に
於
け
る
海
辺
町
約
制
度
の
一
政
六
台
経
包
と
経
済
六
入
契
約
海
上
運
送
人
が
、
直
接
に
或
は
契
約
、
僻
始
、
協
定
若
く
は
詩
負
の
条
件
に
変
更
を
加
え
る
乙
と
に
伏
ク
て
、
委
員
会
に
届
出
た
賃
率
若
く
は
料
率
工
り
も
少
い
報
酬
で
、
旅
客
若
く
は
貨
物
を
運
送
し
、
又
は
之
に
関
述
す
る
設
備
若
く
は
サ
1
ず
バ
ス
を
摂
供
す
る
乙
と
は
違
法
怖
い
』
あ
る
。
許
可
証
l
本
条
及
び
第
三
百
十
一
条
に
於
て
別
に
規
定
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
何
人
も
、
委
員
会
に
依
っ
て
発
行
さ
れ
る
，
、
斯
る
管
業
を
認
可
す
る
有
効
な
る
許
可
証
(
官
5
5
を
保
有
し
注
い
で
、
契
約
海
上
運
送
人
の
事
実
に
従
事
し
て
は
な
ら
友
い
口
(
第
三
百
九
条
約
)
斯
る
許
可
証
の
申
詰
は
文
書
に
依
ク
て
委
員
会
に
対
し
て
た
さ
れ
、
宣
誓
の
下
に
J
立
証
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
、
叉
委
員
会
が
規
則
に
依
ク
て
要
求
す
る
様
式
に
依
り
、
斯
様
た
情
報
を
包
合
し
、
斯
桜
た
利
害
関
係
者
に
送
達
し
た
証
拠
を
添
え
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
同
条
ω)
規
則
の
励
行
と
剖
別
一
般
海
上
運
送
人
の
項
に
於
て
考
察
し
た
第
三
百
十
六
条
例
、
第
三
百
十
七
条
ω、
山
川
、
的
、
問
及
び
の
は
、
契
約
海
上
運
送
人
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
項
に
於
て
は
谷
田
令
す
る
乙
と
に
す
る
。
州
際
交
通
委
員
会
州
際
交
通
訟
の
運
営
桜
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
が
州
際
交
通
委
員
会
(
宮
3
2
5
F
5
5
2
r
o
c
g
E包
g)
で
あ
る
。
従
ク
て
委
員
会
は
単
に
第
三
篇
の
洛
上
運
送
関
係
の
み
注
ち
ゃ
ノ
、
亦
第
一
筋
の
鉄
道
運
送
関
税
、
第
二
お
の
自
動
車
運
送
関
係
及
び
第
四
篇
の
貨
物
運
送
取
扱
人
関
係
を
も
管
揺
す
る
口
以
下
委
員
会
の
椛
成
、
格
限
、
義
務
及
び
長
の
他
に
就
て
逐
次
考
察
す
る
と
と
に
す
る
口
任
命
、
任
期
及
び
資
格
(
第
十
一
条
、
第
一
一
十
四
条
)
州
際
交
通
委
員
会
l
l以
下
委
員
会
と
昇
称
す
る
ー
ー
は
、
上
院
の
劫
告
と
同
意
に
依
ク
て
、
大
統
領
が
任
命
す
る
十
一
名
の
委
員
を
以
て
椛
成
さ
れ
る
。
任
期
は
七
年
、
但
し
空
席
を
柿
充
す
る
為
に
選
任
さ
れ
た
人
は
前
任
委
員
の
未
了
期
間
に
対
し
て
の
み
任
命
さ
れ
る
。
任
期
中
と
雌
ど
も
、
非
能
率
、
職
務
の
怠
校
索
く
は
職
務
上
に
不
正
行
為
が
あ
れ
ば
、
大
統
領
は
委
員
を
解
任
す
る
と
と
が
出
来
る
。
委
員
の
中
七
名
左
越
え
て
同
一
政
党
か
ら
任
命
さ
れ
て
は
た
ら
な
い
白
・
本
篇
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
一
般
運
送
人
に
雇
佑
さ
れ
、
之
と
公
的
関
係
を
有
し
、
又
は
共
の
株
式
若
く
は
社
債
を
所
有
し
、
又
は
何
ら
か
の
方
法
に
依
り
之
と
金
銭
的
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
斯
る
職
務
に
就
任
し
若
く
は
在
任
し
て
は
な
ら
な
い
。
叉
委
員
は
他
の
事
業
、
職
業
若
く
は
雇
備
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
の
委
員
に
は
年
俸
一
万
五
千
弗
支
給
さ
れ
る
。
一
般
的
権
限
及
び
義
務
本
信
の
条
項
を
施
行
す
る
と
と
が
委
員
会
の
義
務
で
あ
り
、
委
員
会
は
、
其
の
為
に
、
本
規
定
を
施
行
す
る
に
必
要
た
る
一
般
若
く
は
特
別
規
則
包
制
定
し
、
改
正
し
、
又
は
斯
る
命
令
を
発
す
る
権
限
を
有
す
る
。
(
第
三
百
四
条
ω)
委
員
会
は
、
本
お
の
規
定
を
施
行
す
る
為
に
、
海
上
運
送
人
の
事
業
経
営
に
就
て
調
杢
し
、
報
告
す
る
権
限
を
有
し
、
又
、
海
上
運
送
人
立
支
配
し
、
共
に
支
配
さ
れ
若
く
は
尖
と
共
通
の
支
配
下
に
あ
る
人
え
の
事
業
経
営
1
l
斯
る
人
え
の
事
業
が
一
人
若
く
は
其
以
上
の
明
る
運
送
人
の
事
業
経
営
に
関
係
を
有
す
る
程
度
に
於
て
ー
ー
ー
に
就
て
も
同
様
の
権
限
を
有
す
る
。
叉
委
員
会
は
事
業
経
営
の
処
理
さ
れ
る
方
式
及
び
方
法
に
関
し
て
絶
え
示
報
告
を
受
け
止
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
委
員
会
は
、
本
篇
の
規
定
を
施
行
す
る
為
に
必
要
と
考
え
る
報
告
在
、
運
送
人
か
ら
入
手
す
る
乙
と
が
出
来
、
叉
議
会
に
対
し
て
、
委
員
会
の
必
要
と
看
倣
す
勧
告
(
追
加
立
法
に
関
す
る
勧
告
を
合
む
)
を
随
時
伝
達
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
(
同
条
向
)
'
安
員
会
は
「
一
般
海
上
辺
送
人
」
若
く
は
「
契
約
海
上
運
送
人
」
た
る
用
語
に
合
ま
れ
て
い
る
運
送
人
の
集
団
に
就
て
、
期
る
運
送
人
の
遂
行
す
る
サ
1
ヴ
イ
ス
の
特
性
が
必
要
と
す
る
正
当
旦
合
理
的
た
る
介
類
を
随
時
設
定
す
る
と
と
が
出
来
、
叉
委
員
会
が
聴
取
の
後
、
公
益
上
必
要
若
く
は
望
ま
し
い
と
認
め
る
工
う
た
、
斯
く
介
類
さ
れ
た
運
送
人
が
道
守
す
べ
き
本
信
の
規
定
と
矛
盾
し
た
い
公
正
旦
合
理
的
な
る
規
則
及
び
一
要
求
事
現
在
制
定
す
る
乙
と
も
出
来
る
。
(
同
条
例
)
:
委
員
会
に
対
す
る
何
人
か
ら
の
文
書
に
依
る
提
訴
に
基
づ
き
若
く
は
提
訴
に
依
ら
や
y
b
て
自
己
の
発
議
に
基
づ
い
て
、
委
員
会
は
、
海
上
述
送
人
が
木
お
の
規
定
若
く
は
之
に
準
拠
し
て
制
定
さ
れ
た
要
求
事
現
在
遵
守
し
て
い
る
や
否
や
を
調
有
す
る
乙
と
が
出
来
、
市
し
て
斯
る
制
浪
人
に
法
づ
く
通
告
及
び
J
略
取
の
後
、
共
の
迩
送
人
が
斯
刊
似
た
規
定
若
く
は
必
要
求
事
項
を
遊
守
し
て
い
た
い
も
の
と
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
は
、
委
員
会
は
、
尖
を
訟
守
す
る
工
う
迩
送
人
に
強
制
す
る
同
一
当
た
る
命
令
を
発
す
べ
き
で
あ
る
口
委
員
会
は
、
其
の
提
訴
が
米
国
に
於
け
る
海
日
一
以
抑
制
皮
の
一
斑
/;-' 
九
経
営
と
経
済
七
O 
訴
訟
に
対
す
る
合
理
的
た
る
理
由
を
示
し
て
い
な
い
と
信
子
る
場
合
に
は
、
斯
る
提
訴
を
却
下
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
書
類
提
出
話
求
の
権
限
委
員
会
は
、
海
上
運
送
人
か
ら
年
次
、
定
期
若
く
は
特
別
の
報
告
書
を
要
求
し
、
期
る
報
告
書
の
作
成
方
法
及
び
様
式
を
規
定
し
、
又
海
上
運
送
人
か
ら
、
委
員
会
が
情
報
を
必
要
と
す
る
問
題
に
対
す
る
特
殊
、
完
全
旦
正
確
な
る
回
答
主
要
求
す
る
格
限
を
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
斯
る
年
次
報
告
書
は
、
委
員
会
が
規
定
す
る
様
式
と
細
目
で
以
て
運
送
人
の
業
務
に
関
す
る
説
明
を
与
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
第
三
百
十
三
条
例
)
.
委
員
会
は
、
運
送
人
に
対
じ
て
、
之
と
他
の
運
送
人
若
く
は
人
と
の
問
に
於
け
る
、
本
篇
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
迩
送
設
備
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
若
く
は
運
送
に
関
す
る
契
約
、
応
給
契
約
若
く
は
協
定
の
写
を
抗
出
す
る
よ
う
要
求
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
(
同
条
向
)
委
員
会
は
、
自
己
の
裁
量
に
基
づ
き
、
木
お
の
目
的
を
一
一
回
艮
く
宍
行
す
る
為
に
)
海
上
迩
送
人
に
適
用
す
べ
き
統
一
会
計
制
度
、
栴
上
迩
送
人
の
明
る
統
一
会
計
制
度
を
実
行
す
べ
き
期
間
及
び
斯
る
会
計
者
作
成
の
方
法
を
規
定
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
(
同
条
的
)
委
員
会
は
、
自
己
の
裁
量
に
基
づ
い
て
、
海
上
運
送
人
が
作
成
す
べ
き
旅
客
.
貨
物
の
運
送
及
び
金
銭
の
牧
支
に
関
す
る
凡
て
の
会
計
、
記
録
及
び
覚
書
を
合
む
会
計
者
、
記
録
及
び
賞
者
の
様
式
を
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
、
市
し
て
斯
る
運
送
人
が
委
員
会
の
規
則
沼
く
は
命
令
に
反
す
る
会
計
者
、
記
録
及
び
覚
書
を
作
成
す
る
乙
と
は
違
法
で
あ
る
。
(
同
条
例
)
委
員
会
は
、
斯
る
海
上
迩
法
人
の
会
計
昔
、
帳
符
、
記
録
、
覚
書
、
通
信
文
及
び
共
の
他
の
書
類
並
に
掛
る
運
送
人
を
支
配
し
、
共
に
依
ク
で
支
配
さ
れ
若
く
は
共
と
共
通
の
支
配
下
に
あ
る
人
の
会
計
者
、
帳
符
、
記
録
、
覚
吾
、
通
信
文
、
共
の
他
の
書
類
の
何
れ
か
若
く
は
其
の
全
部
を
検
閲
し
且
複
写
す
る
権
限
を
有
し
、
叉
迩
送
人
の
凡
て
の
土
地
、
建
物
若
く
は
施
設
に
随
時
出
入
し
、
更
に
共
の
命
令
に
依
っ
て
斯
る
土
地
、
建
物
沼
く
は
施
設
を
検
査
し
、
調
益
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
(
同
条
的
)
賃
率
其
の
他
に
関
す
る
格
限
何
人
で
も
、
一
般
海
上
述
送
人
若
く
は
契
約
海
上
運
送
人
の
伺
え
の
沼
く
は
辺
諸
の
貨
物
賃
卒
、
旅
客
賃
率
、
料
率
、
等
放
、
規
則
若
く
は
慣
行
が
本
箱
の
規
定
に
違
反
し
又
は
将
来
違
反
す
る
で
あ
ろ
う
旨
を
文
書
で
委
員
会
に
対
し
提
訴
す
る
乙
と
が
出
来
る
口
提
訴
は
共
の
事
実
及
び
共
の
理
由
を
十
分
に
記
述
し
、
叉
宣
折
一
一
目
し
て
作
成
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
口
委
員
会
は
、
提
訴
に
基
づ
き
若
く
は
自
己
の
(
同
条
例
)
発
議
に
依
る
調
査
に
於
て
、
聴
取
を
行
ク
た
後
、
一
般
海
上
運
送
人
が
・
不
信
の
適
用
を
受
け
る
運
送
に
対
し
て
、
要
求
じ
、
課
し
若
く
は
徴
牧
す
る
個
え
の
若
く
は
一
世
帯
の
貨
物
貸
率
、
旅
客
賃
率
、
.
料
率
又
は
斯
る
運
送
に
関
係
す
る
運
送
人
の
規
則
、
慣
行
若
く
は
等
級
が
、
現
在
若
く
は
将
来
に
於
て
、
不
公
正
岩
く
は
不
合
理
，
、
叉
は
不
公
正
に
差
別
的
、
又
は
不
当
に
特
恵
的
若
く
は
偏
頗
的
、
叉
は
其
の
他
に
依
り
木
信
の
規
定
に
違
反
す
る
と
信
守
る
時
に
は
、
爾
後
に
於
て
滋
守
す
べ
き
適
法
怠
る
貨
物
賃
率
、
旅
客
貸
率
若
く
は
料
率
、
叉
は
最
高
若
く
は
最
低
、
又
は
最
高
並
に
最
低
の
貨
物
賃
卒
、
旅
客
賃
卒
、
料
率
、
又
は
雨
後
に
於
て
実
施
さ
る
べ
き
適
法
の
規
則
、
慣
行
若
く
は
等
級
を
決
定
し
、
規
定
す
る
と
と
が
出
来
る
。
(
第
三
百
七
条
ω、
問
)
委
員
会
は
、
提
訴
に
去
づ
き
若
く
は
担
訴
た
く
し
て
自
己
の
発
誌
に
基
づ
き
、
十
分
た
る
聴
取
を
行
っ
た
後
、
一
般
海
上
運
送
入
者
く
は
掛
る
運
送
人
と
一
般
鉄
道
迩
送
人
と
が
行
ろ
貨
物
芳
〈
は
旅
客
の
運
送
に
適
用
す
べ
き
通
し
経
路
、
一
世
帯
等
級
及
び
連
帯
貨
物
賃
率
、
旅
容
的
比
率
、
料
率
、
認
す
べ
き
最
高
若
く
は
最
低
、
又
は
最
高
並
に
最
低
賃
卒
、
及
び
貨
物
賃
卒
、
旅
客
賃
率
、
料
率
の
配
守
一
、
更
に
斯
る
通
し
経
路
が
運
営
さ
れ
る
条
件
を
設
定
す
る
乙
と
が
会
話
上
必
要
で
あ
わ
若
く
は
耐
久
ま
し
い
E
宥
倣
す
場
合
に
は
、
之
を
制
定
す
る
乙
と
が
出
来
、
又
制
定
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
口
(
同
喚
問
)
一
般
海
上
運
送
人
が
、
旅
客
若
く
は
貨
物
の
州
際
若
く
は
外
国
安
通
に
対
す
る
斯
し
い
貨
物
質
率
、
旅
客
賃
卒
、
料
率
、
等
級
、
規
則
若
く
は
位
行
を
記
載
す
る
細
目
去
を
委
員
会
に
提
出
し
た
時
に
は
、
委
員
会
は
、
利
害
関
係
者
工
り
の
提
訴
に
依
ゎ
索
く
は
自
己
の
発
設
に
依
り
、
即
時
に
又
斯
る
命
令
を
発
す
れ
ば
、
斯
る
運
送
人
の
回
窓
口
若
く
は
他
の
正
式
の
抗
揺
が
た
く
て
も
、
ム
円
程
的
た
る
告
示
に
依
り
、
斯
様
た
貨
物
住
卒
、
旅
客
賃
卒
、
料
時
中
、
等
絞
、
規
則
若
く
は
慣
行
の
合
法
性
に
関
す
る
調
査
を
開
始
す
る
乙
'
と
が
出
来
、
叉
委
員
会
は
、
・
斯
る
聡
取
及
び
決
定
の
器
設
中
、
主
ハ
の
細
目
去
を
綴
込
み
、
関
係
運
送
人
に
文
書
に
伏
ク
て
停
止
理
由
陳
述
書
を
中
交
付
し
て
、
随
時
、
斯
る
細
目
去
の
実
施
を
停
止
し
、
叉
斯
る
貨
物
質
率
、
旅
客
笠
率
、
料
率
ハ
等
絞
、
規
則
若
く
は
慣
行
の
使
用
を
延
期
さ
せ
る
と
と
も
出
来
る
口
(
同
条
ω)
・
¥
委
員
会
は
、
提
訴
に
基
づ
き
若
く
仕
自
己
の
発
誌
に
依
p、
聴
取
の
後
、
契
約
海
上
運
送
人
の
最
低
貨
物
賃
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
、
又
は
斯
る
運
送
人
の
斯
様
た
H
K
低
位
、
平
沼
く
は
料
率
、
又
は
其
に
依
る
サ
1
ヴ
ィ
ス
の
価
額
に
影
響
す
る
規
則
若
く
は
慣
行
が
、
本
法
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
国
家
交
通
政
策
に
違
反
し
、
h
一
以
は
木
部
の
規
定
に
造
反
す
る
と
認
め
る
時
に
は
、
自
己
の
判
断
に
依
り
、
合
溢
並
に
新
米
国
に
於
け
る
海
辺
取
抑
制
度
の
一
斑
七
経
告
と
経
済
七
る
政
策
を
促
進
す
る
為
に
必
要
で
あ
り
若
く
は
望
ま
し
く
旦
本
筋
の
規
定
に
違
反
し
た
い
工
う
た
公
正
に
し
て
合
理
的
た
る
貸
率
若
く
は
以
卒
、
又
は
斯
様
た
規
則
若
く
は
慣
行
を
制
定
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
而
し
て
委
員
会
の
規
セ
す
る
斯
る
最
低
賃
率
若
く
は
料
率
-
又
は
斯
る
規
則
若
く
は
慣
行
は
、
木
第
の
適
用
を
受
け
る
一
般
海
上
沼
送
人
と
競
争
関
係
に
あ
る
運
送
人
に
、
委
月
会
が
、
不
当
で
あ
り
又
は
公
益
及
び
木
法
で
宣
さ
れ
た
国
家
交
通
政
策
と
相
零
れ
な
い
と
認
め
る
上
ろ
な
便
芯
若
く
は
特
窓
を
与
え
て
は
な
ら
た
い
口
(
同
条
向〉契
約
海
上
運
送
人
が
、
川
際
若
く
は
外
国
安
通
に
於
け
る
運
送
に
関
し
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
に
対
す
る
新
料
率
又
は
区
長
に
或
は
規
則
若
く
は
依
行
に
依
る
割
引
料
率
左
記
載
し
た
細
目
去
を
委
員
会
に
拘
引
出
し
た
場
合
に
は
、
委
員
会
は
、
利
害
関
係
者
の
提
訴
に
基
づ
き
若
く
は
自
己
の
発
議
に
基
づ
い
て
‘
、
即
時
に
叉
斯
る
命
令
左
発
す
れ
ば
、
斯
る
運
送
人
の
回
答
十
万
く
は
他
の
主
式
の
抗
拐
が
友
く
と
も
、
合
理
的
た
る
告
示
に
依
っ
て
、
斯
様
た
貨
物
賃
卒
、
旅
客
賃
卒
、
科
卒
、
等
級
、
規
則
若
く
は
慣
行
の
消
一
用
の
合
法
性
に
関
す
る
調
犬
山
を
開
始
す
一
る
と
と
が
出
来
る
。
市
し
て
委
員
会
は
、
斯
る
聴
取
及
び
決
定
の
審
議
中
に
於
て
は
、
期
る
細
目
去
の
実
施
を
停
止
し
、
叉
祈
る
貨
物
質
率
、
旅
客
賃
率
、
料
率
‘
等
級
、
規
則
若
く
は
慣
行
の
使
用
を
延
期
さ
せ
符
る
乙
と
は
、
一
般
海
上
運
送
人
の
場
合
正
同
様
で
あ
る
。
(
同
条
ω)
職
員
め
居
館
権
限
委
員
会
は
、
自
己
の
判
断
に
依
p
、
公
衆
の
使
議
及
び
木
知
の
有
効
的
運
用
の
為
に
必
要
若
く
は
泊
当
た
る
専
門
家
、
柏
町
民
、
特
別
代
理
人
、
調
査
員
、
指
護
士
及
び
共
の
他
の
職
員
を
居
備
す
る
権
限
を
有
し
て
い
〆
る
。
(
第
三
百
十
九
条
)
委
員
会
は
又
事
務
局
長
を
任
命
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
(
第
十
八
条
m
w
)
委
員
会
の
手
続
、
職
務
の
代
理
、
再
審
議
委
員
会
は
、
自
己
の
命
令
に
依
り
、
必
要
と
若
倣
す
数
の
分
科
委
員
会
2425)
〈
各
々
は
三
名
を
下
ら
な
い
委
員
を
以
て
情
成
さ
れ
る
)
に
委
員
を
配
置
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
ι
此
の
分
科
委
員
会
は
各
え
第
一
円
分
科
委
員
会
、
第
二
令
科
委
員
会
等
正
一
称
せ
ら
れ
、
又
は
此
の
分
科
委
員
会
に
指
定
さ
れ
若
く
は
附
託
さ
れ
た
主
要
課
題
、
仕
事
、
業
務
若
く
は
機
能
を
一
不
す
語
で
呼
ば
れ
た
。
委
員
会
は
若
干
の
介
科
委
員
会
を
上
訴
分
科
委
員
会
と
し
て
指
定
す
る
乙
と
が
出
来
た
。
叉
委
員
は
何
れ
も
委
員
会
の
命
や
る
ハ
刀
科
委
員
会
に
阻
世
せ
ら
れ
、
介
科
委
員
会
を
ほ
成
す
る
委
員
の
中
、
時
務
上
の
先
任
背
は
、
別
に
委
員
会
か
ム
指
示
さ
れ
ゑ
い
限
り
、
ー
ハ
の
弐
長
?
と
し
て
の
職
務
丸
一
執
る
。
或
る
分
科
委
員
会
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
又
は
委
員
が
示
在
若
く
は
其
の
他
の
理
由
に
依
り
、
職
務
吃
執
り
得
た
い
場
合
に
は
、
委
員
会
の
議
長
若
く
は
共
の
為
に
彼
が
指
名
す
る
委
員
は
、
委
員
会
が
別
に
命
令
す
る
ま
で
、
此
の
八
7
科
委
員
会
に
於
て
臨
時
に
職
務
を
執
る
乙
と
が
出
来
る
。
(
第
十
七
条
m
w
)
委
員
会
は
、
本
法
の
規
定
に
芸
づ
く
所
の
仕
事
、
業
務
若
く
は
椛
館
、
、
及
は
議
会
若
く
は
其
の
何
れ
か
の
部
門
に
依
ゎ
、
委
員
会
に
附
託
さ
れ
て
お
り
若
く
は
附
託
さ
れ
る
か
も
知
れ
注
い
事
項
を
、
介
科
委
員
会
、
各
個
委
員
亡
E
Z
b
c札
口
O
B
g
E
0
5卒
、
京
く
は
命
令
で
.
指
定
さ
れ
る
委
員
会
の
適
当
た
る
こ
名
以
上
の
職
員
を
以
て
情
成
さ
れ
る
協
議
会
ち
cpE)
に
、
其
を
処
理
す
る
工
只
ノ
割
当
て
、
叉
は
附
託
す
る
よ
う
、
命
令
を
以
て
、
指
示
す
る
と
と
が
出
来
る
。
市
し
て
委
員
会
は
、
命
令
に
依
っ
て
、
何
時
に
て
も
、
斯
様
注
割
当
業
〈
は
附
託
を
改
正
し
、
制
限
し
、
補
充
し
若
く
は
取
治
す
乙
と
が
出
来
る
白
斯
る
協
議
会
の
職
務
を
執
る
乙
・
ど
に
就
て
、
委
員
会
に
依
る
任
命
に
適
す
る
者
は
、
審
査
員
、
局
長
若
く
は
局
長
補
佐
、
課
長
及
び
賠
護
士
で
あ
る
。
(
開
条
仰
)
貨
物
賃
卒
、
旅
客
貸
率
若
く
は
料
率
の
合
法
性
に
関
す
る
仕
事
、
業
務
若
く
は
撚
能
の
、
分
科
委
員
会
へ
の
割
当
若
く
は
附
託
は
、
行
使
す
べ
き
規
則
の
性
格
に
準
拠
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
関
係
運
送
人
の
種
類
若
く
は
斯
る
運
送
人
が
従
事
す
る
運
送
の
形
熊
若
〈
は
様
式
に
準
拠
し
て
行
つ
て
は
た
ら
な
い
。
委
長
会
は
、
共
の
千
統
を
法
律
の
規
定
ゆ
芸
づ
き
、
業
務
の
補
一
明
怠
る
処
理
及
び
正
義
の
目
的
に
最
も
件
一
喝
す
る
方
法
で
指
導
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
委
員
会
は
、
随
時
、
委
員
会
若
く
は
介
科
委
員
会
、
各
個
委
員
芳
〈
は
協
持
司
会
に
於
け
る
審
理
手
続
に
関
す
る
秩
序
若
く
は
規
制
の
為
に
必
要
な
る
一
般
規
則
芳
く
は
命
令
を
作
成
し
若
く
は
修
正
す
る
と
と
が
出
来
る
。
関
係
者
は
要
員
会
若
く
は
八
刀
科
委
員
会
、
各
個
委
員
活
く
は
協
議
会
に
出
頭
し
、
本
人
若
く
は
鼎
護
士
に
依
り
聴
取
を
受
け
る
と
と
が
出
来
る
ロ
委
員
会
、
分
科
委
員
会
、
各
個
委
員
若
く
は
協
議
会
に
於
け
る
凡
て
の
聡
取
は
、
利
害
関
係
者
の
要
求
に
依
り
、
会
関
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
若
く
は
職
員
は
何
れ
も
、
金
銭
的
利
害
関
係
な
有
す
る
宗
理
手
続
に
参
加
し
て
は
友
ら
た
い
。
(
同
条
例
)
分
科
委
員
会
~
各
佃
委
員
若
く
は
協
議
会
は
、
'
一
念
公
の
規
定
に
芸
づ
い
て
、
剖
当
て
ら
れ
若
く
は
附
託
さ
れ
た
仕
事
、
業
務
京
く
は
機
能
に
関
し
、
聴
取
し
、
決
定
し
、
命
令
し
、
一
昨
明
L
、
報
告
し
若
く
は
其
の
他
の
行
効
す
る
格
限
を
有
し
、
叉
之
に
関
し
て
、
法
律
に
依
り
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
凡
て
の
管
結
権
及
び
一
位
指
主
有
し
、
支
に
同
一
の
義
務
及
び
責
任
を
負
う
り
而
し
て
割
当
て
ら
れ
若
く
は
附
託
米
国
に
於
け
る
海
ι以
抑
制
度
の
一
斑
七
経
蛍
と
経
済
七
四
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
分
科
委
員
会
、
各
個
委
員
若
く
は
協
議
会
の
命
令
、
判
定
若
く
は
要
求
事
項
は
、
委
員
会
が
決
定
し
芳
く
は
取
扱
う
と
同
様
の
力
と
効
力
を
有
す
る
。
(
同
条
問
)
新
一
く
割
当
て
ら
れ
若
く
は
附
託
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
各
個
委
員
一
若
く
は
協
設
会
の
判
定
、
報
告
若
く
は
要
求
一
弔
項
に
は
、
・
理
由
を
示
す
声
明
書
並
に
委
員
会
忙
対
じ
て
担
出
す
べ
き
勧
告
的
命
令
ぞ
附
随
さ
せ
た
け
れ
ば
た
ち
た
い
。
叉
其
の
写
ば
利
点
目
「
関
係
者
に
送
付
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
彼
等
ば
之
に
対
す
る
異
議
を
申
立
て
る
と
と
が
出
来
る
。
若
し
此
等
の
λ
へ
の
設
達
後
二
十
日
以
内
に
、
叉
は
委
門
司
会
若
く
は
其
の
正
式
に
指
定
さ
れ
た
介
科
委
員
会
が
認
可
す
る
期
間
的
に
、
異
議
が
中
立
て
ち
れ
友
け
れ
ば
、
斯
る
勧
告
的
命
令
は
委
員
会
の
命
令
と
た
り
、
且
其
の
期
間
内
に
、
其
の
命
令
が
委
員
会
若
く
は
正
式
に
指
定
さ
れ
た
八
万
科
委
員
会
に
依
ゎ
停
止
さ
れ
若
く
は
延
期
さ
れ
な
い
限
り
、
有
効
と
な
る
。
委
員
、
会
京
く
は
其
の
正
式
に
指
定
す
る
分
科
委
員
会
は
、
自
己
の
発
議
に
依
り
、
或
は
同
一
記
録
に
芸
づ
き
或
は
更
r聴
取
し
た
後
、
事
件
を
再
審
議
す
る
と
と
が
出
来
、
異
議
が
申
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
之
を
行
わ
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
勧
告
的
命
令
は
、
之
に
関
す
る
最
終
決
定
を
終
る
ま
で
、
停
止
若
く
は
延
期
す
る
乙
L
し
を
要
す
る
。
(
同
条
例
)
判
定
、
命
令
若
く
は
要
求
事
項
が
、
委
員
会
、
令
科
委
員
会
、
各
個
委
員
若
く
は
協
議
会
に
依
り
発
せ
ら
れ
た
後
、
又
は
各
個
委
員
若
く
は
協
議
会
に
依
り
勧
告
さ
れ
た
命
令
が
委
員
会
の
命
令
と
な
っ
た
後
、
其
の
関
係
者
は
、
何
時
に
て
も
、
其
の
格
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
委
員
会
の
設
定
す
る
制
限
に
従
い
、
県
自
体
若
く
は
共
に
決
定
さ
れ
て
い
る
事
項
に
関
し
て
再
聴
取
、
再
帰
論
若
く
は
再
審
請
を
申
請
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
斯
様
な
中
詰
は
委
員
会
の
制
定
し
得
る
一
般
規
則
忙
依
っ
て
処
理
さ
れ
る
口
此
の
申
詩
は
、
判
定
、
命
令
若
く
は
要
求
事
項
が
委
員
会
に
依
ク
て
発
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
委
員
会
に
依
ク
て
{
誹
議
し
、
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
怒
ら
た
い
。
判
定
、
命
令
若
く
は
要
求
事
項
が
分
科
委
員
会
、
各
個
委
員
若
く
は
協
議
会
に
依
ク
て
た
さ
れ
た
時
に
は
、
斯
る
中
詰
は
委
員
会
に
依
ク
て
審
議
さ
れ
、
，
処
理
さ
れ
る
か
、
又
は
審
議
疋
び
処
理
の
為
に
適
当
な
る
控
訴
令
科
委
員
会
(
ロ
宅
。
-
F
Z
&
己
回
目
。
口
)
に
附
託
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
再
聡
取
、
再
錆
論
若
く
は
再
審
議
は
、
之
に
対
す
る
十
八
万
た
る
理
由
が
拠
出
さ
れ
た
場
合
忙
限
ゎ
認
容
さ
れ
る
。
(
同
条
例
)
分
科
委
員
会
、
各
個
委
員
若
く
は
協
議
会
の
判
定
、
命
令
若
く
は
要
求
事
項
の
一
件
聴
取
、
再
担
論
若
く
は
再
審
議
の
後
、
原
判
定
、
命
令
若
く
は
要
求
事
項
が
、
何
ら
か
の
点
に
於
て
、
不
公
正
若
く
は
不
当
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
に
は
、
委
員
会
若
く
は
令
科
委
員
会
は
之
を
夫
大
・
破
棄
し
、
変
吏
し
若
く
は
修
正
す
る
乙
止
が
出
来
る
町
(
同
条
m
w
)
以
上
考
察
し
た
州
際
交
通
法
第
三
篇
は
、
一
九
二
O
年
二
九
二
八
名
及
び
一
九
三
六
年
の
商
給
法
の
主
要
内
容
と
比
較
対
照
す
る
時
、
本
質
的
な
る
相
違
を
呈
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
商
船
法
の
何
れ
も
、
海
運
に
対
す
る
保
護
助
成
の
色
彩
が
頗
る
濃
い
け
れ
ど
も
、
本
法
第
三
篇
は
終
始
一
貫
し
て
海
運
に
対
す
る
取
締
を
内
容
と
し
て
い
る
。
援
に
米
国
海
運
政
策
史
上
に
於
け
る
州
際
安
通
法
第
三
篇
の
意
義
左
見
出
す
と
と
が
担
来
よ
う
。
¥ 
¥ 
米
国
に
於
け
る
海
運
取
締
制
度
の
一
斑
七
五
